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細
川
ガ
ラ
シ
ャ
肖
像
画 

「
細
川
忠
興
夫
人
隠
棲
地
」
の
碑 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
弥
栄
町
味
土
野
） 

細川佳代子さん（右から２人目）に野間産コシヒカリを 
手渡す（東京都）  左から岡本毅さん、羽賀義昌さん、 
右 ・ 中山泰市長 

左
・
大
江
矢
畑
区
長
、
右
・
松
原
教
授 

矢
畑
集
落
農
事
集
会
所（
丹
後
町
矢
畑
）で
の
協
定 

調
印
式 

　
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
隠
棲
（
い
ん
せ
い
）
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
弥
栄
町

味
土
野
を
含
む
野
間
地
域
で
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
と
の
尊
い
由
縁
を
活
か

し
た
野
間
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
商
品
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
商
品
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
所
得
を
向
上
さ
せ
、
野
間
地
域
に
お
い
て
農
業
で

生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
。
同
地
域

の
再
生
・
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

細川ガラシャ（略伝） 
　細川忠興の妻、玉子。永禄6年（1563年）、明智光秀の三女として
生まれ、天正6年（1573年）、細川忠興と結婚後、丹後宮津城に居住。
天正10年（1582年）、父明智光秀が起こした本能寺の変の後、約2年
間、弥栄町味土野で隠棲生活を送る。 
　その後、豊臣秀吉に許され忠興と復縁。大阪城に移り住んだころ、キ
リスト教に入信。「ガラシャ」の洗礼名を受けた。忠興が出陣中の慶長
5年（1600年）、石田三成が玉子に対し、人質になることを命じて細川
邸を包囲するに至り、自ら覚悟の死を遂げた。 

  

　
商
品
化
に
取
り
組
む
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
、
野
間
活
性
化
グ
ル
ー

プ
（
羽
賀
義
昌
代
表
）
が
、
野

間
地
域
を
流
れ
る
清
流
野
間
川

の
水
と
低
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た
、

安
心
・
安
全
な
こ
だ
わ
り
の
お

米
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
今
回
初
め
て
、
人

工
衛
星
を
活
用
し
た
食
味
測
定

を
実
施
。
刈
り
取
り
適
期
に
、

宇
宙
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量

や
表
土
残
留
農
薬
の
測
定
を
行

う
な
ど
、
科
学
的
な
解
析
も
行

っ
て
い
ま
す
。 

    

　
こ
の
よ
う
な
中
、
同
グ
ル
ー

プ
の
羽
賀
代
表
と
岡
本
毅
さ
ん

お
よ
び
中
山
市
長
が
、
九
月
二

十
五
日
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
末

裔
で
あ
る
細
川
護
煕
元

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の

佳
代
子
さ
ん
と
東
京
で

面
会
。
野
間
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
挑
戦
の

第
一
歩
と
し
て
、「
野
間

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
商

品
化
に
向
け
て
の
協
力

に
対
し
、
ご
快
諾
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
面
談
で
は
、
中
山
市

長
が
「
野
間
地
域
は
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
様
と
の
ご

縁
を
い
た
だ
い
た
土
地
柄
。
野

間
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
、

米
を
中
心
に
売
り
出
し
た
い
」
と
、

細
川
佳
代
子
さ
ん
直
筆
の
揮
ご

う
を
依
頼
。
ま
た
、
野
間
活
性

化
グ
ル
ー
プ
の
岡
本
さ
ん
は
「
野

間
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
安
心
・

安
全
で
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
」

と
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
羽

賀
代
表
は
「
野
間
地
域
を
活
性

化
し
た
い
と
の
思
い
で
、
お
米

の
商
品
化
に
踏
み
出
し
た
。
次

世
代
の
た
め
に
も
地
域
お
こ
し

を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
、
地
域

活
性
化
に
対
す
る
熱
意
を
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　
細
川
さ
ん
か
ら
は
、
野
間
地

域
の
取
り
組
み
に
対
す
る
協
力

に
対
し
て
快
諾
い
た
だ
く
と
も
に
、

野
間
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
商
品
名

に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
ご
提

案
い
た
だ
く
な
ど
、
取
り
組
み

に
対
す
る
激
励
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
大
学
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、

丹
後
町
矢
畑
区
と
立
命
館
大
学

経
済
学
部
松
原
豊
彦
研
究
室
と

の
間
で
「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」

が
発
足
し
、
十
月
八
日
、
矢
畑

集
落
農
事
集
会
所
（
丹
後
町
矢
畑
）

で
共
援
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
同
取
り
組
み
は
、
共
援
者
で
あ
る
大
学
の

み
な
さ
ん
の
智
恵
や
人
材
に
よ
り
、
集
落
内

に
あ
る
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
活
用
を

展
開
し
、
集
落
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
も
の
で
、
今
回
の

協
定
に
よ
り
、
上
山
区
（
丹
後
町
）
、
甲
坂

区
（
久
美
浜
町
）
に
続
き
、
市
内
で
三
つ
目

の
共
援
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。 

　
調
印
式
に
は
、
大
江
良
樹
矢
畑
区
長
を
は

じ
め
区
役
員
の
か
た
三
人
お
よ
び
立
命
館
大

学
の
松
原
教
授
が
出
席
。
協
定
書
に
署
名
押

印
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
江
区
長
は
「
将
来
は
、
多
く
の
地
域
で

過
疎
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
の
地

域
は
、
時
代
の
先
端
を
走
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
前
向
き
な
気
持
ち
で
、
こ
の
矢
畑
区
に

活
気
を
取
り
戻
し
た
い
。
こ
こ
に
は
、
依
遅

ヶ
尾
山
（
い
ち
が
お
さ
ん
）
を
は
じ
め
と
し

た
活
性
化
に
つ
な
が
る
地
域
資
源
も
豊
富
に

あ
り
、
地
域
内
の
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

大
学
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
矢
畑
区
に
は
、
現
在
、
十
六
戸
、
三
十
六

人
が
住
ん
で
お
ら
れ
、
高
齢
者
比
率
は
約
四

七
㌫
。
集
落
の
活
性
化
に
向
け
て
平
成
二
十

二
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
大
学
と
と
も
に
集

落
再
生
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。 
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京都府のひろば 
叙 位 叙 勲 
教　　　育 
 
消防のひろば 
 
防　　　災 
 
交 通 安 全 
 
まちの情報 
 
 
下　水　道 
 
まちづくり 
 
健康ひとくちメモ 
 
ご 意 見 箱 
公 共 交 通 
市立図書館 

地域活性化 
 
観 光 振 興 
 
丹後ファッションウィーク 
 
鳴砂サミット 
 
6 次 産 業 
 
国 際 交 流  
 
魅 力 発 信 
 
都市農村交流 
 
産 業 振 興 
 
 
高校グラフィティ 
地 域 振 興 
 
 

 

 

 

・学校再配置検討委員会だより 

 

・落雷 ～自然災害に備える～ 

 

・自主防災組織の設立を支援します 

 

・交通事故のないまちづくりに向けて 

 

・ふるさと応援団通信 ⑤ 

・京都府丹後文化会館イベント情報など 

 

・排水設備工事に補助金 

 

・市の仕事満足度調査  結果まとまる 

 

・心も体も軽やかだっちゃ（転ばん体操） 

 

 

・弥栄町野間でコシヒカリの商品化スタート 

 

・丹後観光圏整備実施計画認定 

 

・国内最大の見本市へ出展 

 

・全国鳴砂サミット in京丹後  開催 

 

・地域資源の可能性を探る（京丹後サワラ・丹後産コシヒカリ） 

 

・中国安徽省亳州市友好訪問団来訪 

 

・海を一望できるツリーハウス完成 

 

・琴引浜保全ツアー・尉ヶ畑稲刈り体験ツアー 

 

・新規事業の開発、商品の魅力を創造 

・国練検査制度80周年記念式典 

 

 

・京都市と丹後が15分間短縮、京都市内で誘客キャンペーン 
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JFWジャパンクリエーション会場（東京国際展示場） 

丹
後
織
物
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル 

丹後ちりめんの質感を熱心に確認 

富良野・美瑛広域観光圏 
伊達な広域観光圏 
やさしさと自然の温もり ふくしま観光圏 
会津・米沢地域観光圏 
あなたの空と大地　水戸ひたち観光圏 
南房総地域観光圏 
富士山・富士五湖観光圏 
雪国観光圏 
伊勢志摩地域観光圏 

京都府丹後観光圏 

淡路島観光圏 
中海・宍道湖・大山観光圏 
広島・宮島・岩国地域観光圏 
にし阿波観光圏 
新東九州観光圏 
阿蘇くじゅう観光圏 

富良野市を含む1市4町1村 
仙台市を含む6市4町 
福島市を含む4市 
会津若松市を含む3市2町 
水戸市を含む9市3町1村 
南房総市を含む3市1町 
富士吉田市を含む1市2町3村 
魚沼市を含む3市3町1村 
鳥羽市を含む3市1町 
舞鶴市・宮津市・京丹後市 
伊根町・与謝野町 
淡路市を含む3市 
境港市を含む8市14町1村 
広島市を含む4市1町 
三好市を含む2市2町 
由布市を含む7市 
阿蘇市を含む2市4町3村 

北海道 
 
東北 
 
 
関東 
 

北陸信越 
中部 
 
近畿 
 

中国 

四国 

九州 

圏  域  名 関係市町村 

丹 

　
丹
後
織
物
の
高
度
な
技
術
力
と
商
品
力
を
紹
介
し
、
新
た
な
需
要
開
拓

を
め
ざ
す
た
め
、
十
月
十
五
日
〜
十
七
日
の
三
日
間
、
東
京
国
際
展
示
場

で
開
か
れ
た
国
内
最
大
の
繊
維
総
合
見
本
市
「
Ｊ
Ｆ
Ｗ-

ジ
ャ
パ
ン
・
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に
、
丹
後
地
域
の
織
物
業
者
十
六
社
が
合
同
で
出
展
。

「
丹
後
Ｒ
Ｂ
Ａ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
Ｃ
２
０
０
９
Ａ
／
Ｗ
」
と
題
し
た
展
示
会
を
実

施
し
ま
し
た
。 

後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
開
催
委

員
会
で
は
、
産
地
と
服
飾
デ
ザ
イ
ン
校

な
ど
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
丹
後
産
地
か
ら
学
校

へ
生
地
を
提
供
。
将
来
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み
な

さ
ん
に
、
丹
後
織
物
の
質
の
高
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
ほ
か
、
各
学
校
主
催
の
展
示
会
な
ど
で

作
品
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
丹
後
織
物
の
魅
力

と
可
能
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
十
月
八
日
・
九
日
の
二
日

間
、
連
携
校
の
一
つ
で
あ
る
奈
良
芸
術
短
期
大

学
の
染
織
コ
ー
ス
二
十
六
人
が
丹
後
を
訪
れ
、

丹
後
織
物
工
業
組
合
（
大
宮
町
河
辺
）
や
丹
後

ち
り
め
ん
の
生
産
現
場
を
視
察
。
将
来
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
担
う
学
生
の
み
な
さ
ん
に
、

丹
後
産
地
や
丹
後
織
物
の
よ
さ
を
直
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
来
丹
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
丹
後
織
物
工
業
組
合
の
視
察
で
は
、
丹
後
ち

り
め
ん
の
歴
史
を
は
じ
め
、
現
在
の
丹
後
織
物

や
和
装
を
取
り
巻
く
状

況
の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
工
場
内
を
見
学
。

丹
後
ち
り
め
ん
を
手
に

取
り
、
そ
の
質
感
を
確

か
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
学
生
の
か

た
は
「
丹
後
ち
り
め
ん

の
白
生
地
は
と
て
も
き

れ
い
な
の
で
、
染
め
る

の
が
も
っ
た
い
な
い
」

な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
丹
後
Ｒ
Ｂ
Ａ
は
、
丹
後
織
物
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
丹
後
地

域
の
織
物
業
界
、
丹
後
二
市
二
町
、

京
都
府
お
よ
び
丹
後
地
方
商
工
団

体
で
組
織
す
る
「
丹

後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ

ィ
ー
ク
開
催
委
員
会
」

（
会
長
・
丹
後
織
物
工

業
組
合 

渡
邉
正
義
理

事
長
）
の
主
催
で
開

催
し
ま
し
た
。
ア
パ

レ
ル
関
連
の
バ
イ
ヤ

ー
を
は
じ
め
多
く
の

か
た
が
訪
れ
る
「
Ｊ

Ｆ
Ｗ-

ジ
ャ
パ
ン
・
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
に

最
大
規
模
の
広
さ
と

な
る
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、

丹
後
織
物
の
生
地
サ

ン
プ
ル
（
見
本
）
や

完
成
品
な
ど
を
展
示
。

さ
ら
に
、
個
別
ブ
ー
ス
を
展
開
し

た
事
業
者
の
か
た
が
、
新
た
な
販

路
の
開
拓
を
め
ざ
し
、
来
場
さ
れ

る
か
た
と
直
接
商
談
を
行
い
、
丹

後
織
物
の
肌
触
り
や
技
法
の
紹
介

を
は
じ
め
、
商
談
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
三
日
間
で
延
べ
約

三
万
二
千
人
が
来
場
。
「
丹
後
Ｒ

Ｂ
Ａ
」
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
か
た

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
新
し

い
感
覚
と
伝
統
に
よ
る
よ
さ
が
伝

わ
っ
た
」、「
飾
り
つ
け
も
よ
く
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
を
は
じ
め
、
「
海
外
の
も
の
で

は
な
く
、
日
本
の
伝
統
技
法
に
期

待
し
て
い
る
」
な
ど
と
丹
後
産
地

へ
の
期
待
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

　これまでの冬のカニ、夏の海水浴を中心とした二

季型観光から、「ふるさと生活体感型観光」にこだわ

り、「四季型・滞在型観光」への脱皮を図るため、「ふ

るさと力」、「誘客力」、「地域力」の3つの観光力に

よる「うみ・さと・やまの癒しと健康のふるさと」丹後を、

3市2町が広域的に連携して取り組みます。 

　
観
光
地
が
広
域
的
に
連
携
し
、
二
泊
三
日
以
上
の
滞
在
型

観
光
を
め
ざ
す
「
観
光
圏
」
の
形
成
に
向
け
て
、
十
月
一
日
、

「
京
都
府
丹
後
観
光
圏
」
（
舞
鶴
市
・
宮
津
市
・
京
丹
後
市
・

伊
根
町
・
与
謝
野
町
）
の
整
備
実
施
計
画
が
、
全
国
十
六
地

域
の
一
つ
と
し
て
国
か
ら
認
定
。
丹
後
の
四
季
型
・
滞
在
型

観
光
の
推
進
に
向
け
て
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。 

   

　 

  

　
「
京
都
府
丹
後
観
光
圏
」
の
整

備
実
施
計
画
は
、
丹
後
三
市
二
町

で
組
織
す
る
丹
後
広
域
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
協
議
会
（
会
長 

柏
原

康
夫
京
都
府
観
光
連
盟
会
長
）
が

中
心
と
な
り
国
へ
申
請
。
丹
後
地

域
の
魅
力
と
「
滞
在
型
観
光
」
推

進
の
可
能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
、

全
国
第
一
号
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
・

二
十
一
年
の
二
年
間
、
観
光
圏
形

成
の
た
め
の
取
り
組
み
に
補
助
金

の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
旅

行
業
法
の
特
例
措
置
を
受
け
ら
れ

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ

り
ま
す
。 

 

同
協
議
会
で
は
、
外
国
語
版
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
お
も
て
な

し
研
修
の
実
施
、
さ
ら
に
は
魅
力

的
な
公
共
交
通
と
の
連
携
な
ど
、

観
光
客
の
来
訪
と
滞
在
促
進
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
日
本
有

数
の
観
光
圏
お
よ
び
世
界
が
注
目

す
る
観
光
圏
の
推
進
へ
向
け
て
の

取
り
組
み
が
は
じ
ま
り
ま
す
。 

京都府丹後観光圏で 
「四季型・滞在型観光」 を推進 

京都府丹後観光圏で 
「四季型・滞在型観光」 を推進 
京都府丹後観光圏で 
「四季型・滞在型観光」 を推進 

ゆるり ぐるり ほっこり 丹後 ゆるり ぐるり ほっこり 丹後 ゆるり ぐるり ほっこり 丹後 

日
本
有
数
の
観
光
圏
を 

　
　
　
　
め
ざ
し
ま
す 

計画の認定を受けた16地域 

四
季
四
季
型
・
滞
在
型
観
光

滞
在
型
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光
の
推
進
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進
に
弾
み 

四
季
四
季
型
・
滞
在
型
観
光

滞
在
型
観
光
の
推
進
推
進
に
弾
み 

四
季
型
・
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
弾
み 

整
備
実
施
計
画

整
備
実
施
計
画 

整
備
実
施
計
画 

丹
後
観
光
圏

丹
後
観
光
圏 

丹
後
観
光
圏 

全
国
第
一
号
の
一
つ
に

全
国
第
一
号
の
一
つ
に 

全
国
第
一
号
の
一
つ
に 

認定 

国
内
最
大
の
見
本
市
へ
出
展 

丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

ウ
ィ
ー
ク
開
催
委
員
会 

世界に羽ばたく丹後織物をめざし 世界に羽ばたく丹後織物をめざし 世界に羽ばたく丹後織物をめざし 

産地とデザイン校などが連携 産地とデザイン校などが連携 産地とデザイン校などが連携 

丹 後 
3市2町で 
広域連携 

丹 後 
3市2町で 
広域連携 
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鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト 

鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト 

7 6

参加団体など 参加団体など 参加団体など 

琴引浜の鳴り砂を守る会 
飯豊町 
室蘭市、室蘭イタンキ浜鳴り砂を守る会 
はちのへ小さな浜の会 
十八鳴浜研究会 
仙台湾鳴り砂探究会 
いわき鳴き砂を守る会 
角海の鳴き砂をよみがえらそう会 
大田市 
姉子の浜の鳴き砂を守る会 

京丹後市 
山形県飯豊町 
北海道室蘭市 
青森県八戸市 
宮城県気仙沼市 
仙台市 
福島県いわき市 
新潟市 
島根県大田市 
福岡県二丈町 

三輪教授の記念碑を除幕 
左から稲岡信夫  遊区長、 岡田一雄  掛津区長、 荒巻禎一 
前京都府知事、 中山泰  京丹後市長、 筒居博司 理事長 
［（財）日本ナショナルトラスト］、 松尾庸介 会長（琴引浜の鳴 
り砂を守る会） 

三輪教授の記念碑を除幕 
左から稲岡信夫  遊区長、 岡田一雄  掛津区長、 荒巻禎一 
前京都府知事、 中山泰  京丹後市長、 筒居博司 理事長 
［（財）日本ナショナルトラスト］、 松尾庸介 会長（琴引浜の鳴 
り砂を守る会） 

　
同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
三
輪
教

授
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
名
古

屋
学
院
大
学
の
尾
崎
都
司
正
教

授
を
招
き
、
「
鳴
砂
と
日
本
文

化
〜
鳴
砂
の
意
義
の
発
見
〜
」

と
題
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
尾
崎
教
授
は
「
江
戸
時
代
の

地
誌
『
丹
哥
府
誌
』
（
た
ん
か

ふ
し
）
か
ら
み
て
、
江
戸
時
代

に
は
す
で
に
琴
引
浜
と
呼
ば
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
都
か

ら
の
距
離
も
比
較
的
近
く
、
多

く
の
人
の
往
来
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
当
地
の
鳴
き
砂
の
浜
に
、「
琴
」

の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
地
に
古
く
か
ら
高
い
文
化

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

指
摘
。 

　
ま
た
、
鳴
き
砂
の
浜
は
、
音

を
出
し
て
わ
れ
わ
れ
を
や
さ
し

く
包
容
し
て
く
れ
る
存
在
。
人
々

に
安
心
感
を
与
え
、
そ
の
地
域

に
独
特
の
文
化
を
築
き
上
げ
て

き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
鳴
き
砂
の
浜
辺
の
保
全
の
意

義
は
、
自
然
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
独
特
に
形
成
さ
れ
て
き
た

日
本
文
化
の
根
源
を
守
ろ
う
と

す
る
も
の
。
そ
の
鳴
き
砂
を
保

護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
今

後
の
自
分
た
ち
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
話
さ
れ
、
鳴
き
砂
の
保
全
の

意
義
に
つ
い
て
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。 

　
全
国
に
あ
る
鳴
き
砂
の
浜
を
保

全
す
る
団
体
が
集
い
、
鳴
き
砂
を

後
世
に
伝
え
残
す
こ
と
を
目
的
に
、

十
月
十
九
日
、
「
二
〇
〇
八
年
　

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト
」
が
丹
後
あ

じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
七
月
、
鳴
き
砂
の
浜
と
し

て
初
め
て
「
国
指
定
天
然
記
念
物

お
よ
び
名
勝
」
の
指
定
を
受
け
た

琴
引
浜
。
市
で
は
、
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た
「
琴
引

浜
の
鳴
り
砂
を
守
る
会
」
（
松
尾

庸
介
会
長
）
と
と
も
に
、
琴
引
浜

の
鳴
き
砂
の
浜
を
保
全
す
る
た
め
、

海
岸
漂
着
ご
み
の
清
掃
や
海
岸
松

林
の
整
備
な
ど
、
鳴
き
砂
保
護
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
全
国
に
は
鳴
き
砂
の
浜

と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
浜
が
三

十
余
り
あ
り
、
鳴
き
砂
は
豊
か
な

自
然
の
指
標
と
し
て
、
全
国
各
地

で
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
鳴
砂
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
全
国
の
行
政
や
団

体
な
ど
十
七
の
組
織
で
構
成
）
の

主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
の
開
催
は
合
併
前
の
網
野

町
で
の
開
催
を
含
め
て
三
回
目
で

す
。 

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
十
地
域
・

約
百
五
十
人
が
参
加
。
琴
引
浜
の

鳴
り
砂
を
守
る
会
や
全
国
鳴
砂
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
長
年
指
導
さ
れ
た

故
三
輪
茂
雄
同
志
社
大
学
名
誉
教

授
の
追
悼
と
と
も
に
、
鳴
砂
保
護

の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
討
論
）

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
　 

　地球の中では、動物も植物も自然と
共生しながら、お互いに支えあって生
きています。わたしたち一人ひとりが
地球環境について考えて行動すること
が大事です。 
　豊かな自然のバロメーターである美
しい鳴砂を、かけがえのない地域の宝
物として将来に伝えることができるよ
うに、市民・行政・専門家が力を合わ
せて守っていくことを宣言します。 
 
　　平成20年 10月 19日  島津小学校 

尾崎 都司正 教授 

名古屋学院大学 
大学院経済経営研究科 

　
鳴
き
砂
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
故
三
輪
茂
雄
同
志
社
大
学
名
誉

教
授
の
功
績
を
た
た
え
、
琴
引
浜

鳴
き
砂
文
化
館
（
網
野
町
掛
津
）

に
記
念
碑
を
建
立
。
十
月
十
八
日
、

地
元
や
全
国
鳴
砂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
約
六

十
人
に
よ
る
除
幕
式
（
琴
引
浜
の

鳴
り
砂
を
守
る
会
主
催
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
三
輪
教
授
は
、
琴
引
浜
を
は
じ

め
、
全
国
の
鳴
き
砂
の
浜
の
調
査

を
通
し
て
、
そ
の
保
護
の
大
切
さ

を
広
く
訴
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
各
地
で
鳴
き
砂

保
全
の
活
動
が
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
鳴
き
砂
保
全
の
礎
を

築
か
れ
ま
し
た
。
同
記
念
碑
の
建

立
は
、
琴
引
浜
の
鳴
り
砂
を
守
る

会
が
会
員
の
み
な
さ
ん
や
関
係
者

に
募
金
を
呼
び
か
け
て
実
現
。
荒

巻
禎
一
前
京
都
府
知
事
揮
ご
う
の

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
会
の
松
尾
庸
介
会
長
は
「
三

輪
教
授
に
は
、
琴
引
浜
保
全
の
き

っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
。

教
授
の
鳴
き
砂
保
護
に
対
す

る
志
を
次
代
へ
と
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
記
念
碑
の
表
に
は
「
鳴
き

砂
の
父
　
三
輪
茂
雄
先
生
之

碑
」
、
裏
面
に
は
三
輪
教
授

の
ご
功
績
の
ほ
か
、
「
三
輪

先
生
を
鳴
き
砂
の
父
と
し
て

顕
彰
し
、
未
来
永
劫
に
わ
た

り
讃
え
る
と
と
も
に
、
先
生

の
ご
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
一

層
の
鳴
き
砂
の
保
護
を
決
意

す
る
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

　 　
「
琴
引
浜
か
ら
考
え
る
　
鳴
砂

保
護
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー

マ
に
、
参
加
団
体
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
。
各
地
で
鳴
き
砂
の
保
護

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
行

わ
れ
、
情
報
の
共
有
や
鳴
き
砂
保

護
に
つ
い
て
の
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
学
校
へ
の
出
前
講
座
や
大
学
な

ど
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
協
働
な
ど
、

鳴
き
砂
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
い

で
い
く
た
め
の
活
動
が
重
要
」、「
各 

 

地
の
鳴
き
砂
を
保
全
す
る
新
た
な

団
体
を
増
や
し
輪
を
広
げ
る
活
動

も
大
切
。
ま
た
、
鳴
き
砂
保
全
は

行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
に
よ
る
持
続
的
な
活
動

が
必
要
」
な
ど
、
今
後
の
鳴
き
砂

保
護
に
向
け
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、

保
全
活
動
に
お
け
る
後
継
者
育
成

に
向
け
、
気
持
ち
を
新
た
に
さ
れ

ま
し
た
。 

   

　
ま
た
、
十
月
十
八
日
に
は
、
同

会
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
鳴
砂
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
に
お
い
て
「
全

国
鳴
砂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宣
言
」
を

　 採
択
。
同
サ
ミ
ッ
ト
の
締
め
く
く

り
に
あ
た
り
、
地
元
の
島
津
小
学

校
の
児
童
四
人
が
同
宣
言
を
読
み

上
げ
、
鳴
き
砂
を
将
来
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
誓
い
、
保
全
に

つ
い
て
心
を
新
た
に
す
る
と
と
も

に
、
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

………………………………………………………………… 

鳴
き
砂
の
父

鳴
き
砂
の
父 

鳴
き
砂
の
父

鳴
き
砂
の
父 

鳴
き
砂
の
父 

2008全国鳴砂ネットワーク 
宣言文 

2008全国鳴砂ネットワーク 
宣言文 

2008全国鳴砂ネットワーク 
宣言文 

故 
三
輪
茂
雄 

教
授 

〜
鳴
〜
鳴
き
砂
の
保
護
保
護
、一
層
決
意

層
決
意
〜 

〜
鳴
〜
鳴
き
砂
の
保
護
保
護
、一
層
決
意

層
決
意
〜 

〜
鳴
き
砂
の
保
護
、一
層
決
意
〜 

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト 

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト 

全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト 

琴引浜から考える 琴引浜から考える 琴引浜から考える 

in
京
丹
後

京
丹
後 

開
催
開
催 

in
京
丹
後

京
丹
後 

開
催
開
催 

in
京
丹
後 

開
催 

鳴砂保護の今とこれから 鳴砂保護の今とこれから 鳴砂保護の今とこれから 

基調講演 基調講演 

鳴
砂
と
日
本
文
化 

　
〜
鳴
砂
の
意
義
の
発
見
〜 

功
績
た
た
え
記
念
碑
建
立

功
績
た
た
え
記
念
碑
建
立 

功
績
た
た
え
記
念
碑
建
立

功
績
た
た
え
記
念
碑
建
立 

功
績
た
た
え
記
念
碑
建
立 

豊かな自然の継承に向け 豊かな自然の継承に向け 豊かな自然の継承に向け 

か
け
が
え
の
な
い

か
け
が
え
の
な
い 

　
　
鳴
砂
を
次
代
へ

　
　
鳴
砂
を
次
代
へ 

か
け
が
え
の
な
い

か
け
が
え
の
な
い 

　
　
鳴
砂
を
次
代
へ

　
　
鳴
砂
を
次
代
へ 

か
け
が
え
の
な
い 

　
　
鳴
砂
を
次
代
へ 

鳴
砂
保
護
の
現
状

鳴
砂
保
護
の
現
状
・ 

　
　
課
題
を
考
え
る

　
　
課
題
を
考
え
る 

鳴
砂
保
護
の
現
状

鳴
砂
保
護
の
現
状
・ 

　
　
課
題
を
考
え
る

　
　
課
題
を
考
え
る 

鳴
砂
保
護
の
現
状
・ 

　
　
課
題
を
考
え
る 
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　10月6日には、同計画の実践農地選
定準備のため、市内4か所の生産現場
を視察。それぞれの生産者のみなさん
とほ場の環境や生産についてのこだわ
りなどについて意見交換をしました。 

   

　
市
で
は
、
第
一
次
産
業
か
ら
第

三
次
産
業
ま
で
の
産
業
間
の
連
携

や
複
合
化
を
推
進
し
、
京
丹
後
市

の
新
た
な
魅
力
の
創
造
を
め
ざ
す
、

「
六
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
京
都
吉
兆
の
徳
岡
邦
夫
総
料

理
長
を
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
専
門
委
員
に
委
嘱
し
、
農
水
産

物
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

魅
力
の
創
造
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 
　
そ
の
よ
う
な
中
、
十
月
六
日
・

七
日
の
二
日
間
、
徳
岡
専
門
委
員

を
招
き
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

を
二
部
構
成
で
開
催
。
第
一
部
で

は
、
近
年
、
府
内
で
漁
獲
量
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
「
サ
ワ
ラ
（
サ

ゴ
シ
）
」
の
活
用
に
つ
い
て
、
地

元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
仲
買

の
か
た
や
漁
協
組
合
長
な
ど
の
関

係
者
が
ぎ
ょ
そ
ん
セ
ン
タ
ー
（
久

美
浜
町
湊
宮
）
で
意
見
交
換
。 

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
丹
後
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
の
意
見
交
換
な
ど
を

国
民
年
金
健
康
セ
ン
タ
ー
丹
後
お

お
み
や
（
大
宮
町
三
坂
）
で
実
施
。

「
お
い
し
く
て
安
全
な
米
づ
く
り

と
販
売
戦
略
」
な
ど
に
つ
い
て
、

市
内
の
米
生
産
団
体
の
か
た
が
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

 

      

　
平
成
十
八
年
・
十
九
年
と
二
年

連
続
で
水
揚
げ
量
日
本
一
と
な
っ

た
京
都
府
産
の
サ
ワ
ラ
。
本
市
で

も
小
型
サ
ワ
ラ
（
サ
ゴ
シ
）
が
多

く
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
こ
の
サ
ワ

ラ
を
活
用
し
た
特
産
品
づ
く
り
・

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
今
回
の
会
議
で
は
、
特
産
品
づ

く
り
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、

「
サ
ワ
ラ
と
い
う
魚
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」、

「
京
丹
後
サ
ワ
ラ
が
手
軽
に
買
い

求
め
ら
れ
る
魚
に
な
る
こ
と
」、「
京

丹
後
サ
ワ
ラ
の
最
大
の
消
費
地
が

京
丹
後
市
と
な
る
こ
と
」
な
ど
の

必
要
性
に
つ
い
て
議
論
。
販
売
促

進
Ｐ
Ｒ
や
地
産
地
消
の
推
進
に
向

け
た
方
策
を
探
り
ま
し
た
。 

 

       

　
市
内
で
は
多
く
の
生
産
者
の
か

た
が
、
最
高
品
質
の
米
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
九
年
産

の
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
譛
日

本
穀
物
検
定
協
会
が
発
表
す
る
「
米

の
全
国
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、

西
日
本
で
は
唯
一
と
な
る
「
特
Ａ
」

を
獲
得
す
る
な
ど
、
丹
後
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
は
非
常
に
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で

は
、
市
内
で
こ
だ
わ
り
の
栽
培
方

法
に
よ
り
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
栽
培
さ

れ
て
い
る
、
四
つ
の
生
産
団
体
の

代
表
の
か
た
が
参
加
。
徳
岡
専
門

委
員
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、「
よ

り
高
く
売
れ
る
米
の
つ
く
り
方
・

売
り
方
」
に
つ
い
て
の
手
法
を
模

索
し
ま
し
た
。 

　
徳
岡
専
門
委
員
が
、本
市
で
地
元
農
家
の
か
た
と
一
緒
に

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
栽
培
し
、丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
ヒ
ン
ト
を
探
る
「
農
業
ト
ラ
イ
ア
ル
計

画
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
同
計
画
は
、本
市
で
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
を
と
お
し
て
、

消
費
者
に
わ
か
り
や
す
い「
お
い
し
さ
の
基
準
」
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、「
消
費
者
に
求
め
続
け

ら
れ
る
米
」
と
な
る
た
め
に
必
要
な
、お
い
し
さ
に
関
す
る
複

合
的
な
要
素
や
そ
れ
を
備
え
た
米
の
栽
培
方
法
な
ど
を
調

査
・
実
践
し
、本
市
か
ら
発
信
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
徳
岡
専
門
委
員
は
「
お
い
し
さ
の
基
準
を
つ
く
り
、そ
れ
を

実
践
す
る
こ
と
は
、全
国
の
一
次
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
第
一
歩
を
京
丹
後
市
か
ら
踏
み
出
す
こ

と
は
と
て
も
意
義
深
く
、本
市
に
対
す
る
大
き
な
信
頼
に
も

な
る
。
生
産
者
の
か
た
と
と
も
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
後
、土
壌
調
査
な
ど
の
結
果
を
も
と
に
、同
計
画
の
実

践
ほ
場
や
賛
同
い
た
だ
け
る
生
産
者
の
か
た
を
決
定
し
、来

年
か
ら
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

農
薬
や
化
学

肥
料
を
使
わ

ず
に
、
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
米
づ
く
り
が

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る

中
、「
売
れ
る
米
づ
く
り
」

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、「
ど

の
よ
う
な
米
が
お
い
し

い
米
な
の
か
」
と
い
う

基
準
に
つ
い
て
、
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
徳
岡
専
門
委
員
は
「
食

材
の
味
や
成
分
な
ど
と

い
っ
た
お
い
し
さ
に
関

わ
る
複
合
的
な
要
素
を

数
値
化
し
、
世
界
で
も
通
用
す
る

『
お
い
し
い
米
の
基
準
』
を
つ
く

る
こ
と
は
と
て
も
重
要
。
消
費
者

に
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
生
産
者
に

と
っ
て
も
生
産
に
お
け
る
明
確
な

目
標
と
な
る
」
と
「
お
い
し
さ
の

基
準
づ
く
り
」
の
必
要
性
を
強
調
。

参
加
し
た
生
産
団
体
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
、「
基
準
づ
く
り
は
重
要
。

水
質
や
土
壌
、
気
候
な
ど
の
分
析

デ
ー
タ
の
情
報
も
集
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
い

っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

低 

ワ
ラ
の
販
売
推

進
に
向
け
て
、

レ
シ
ピ
（
調
理
法
）
集

の
作
成
や
看
板
掲
示
な

ど
と
い
っ
た
「
消
費
者

の
目
線
に
訴
え
る
取
り

組
み
」
を
提
案
。
ま
た
、

水
揚
げ
し
た
サ
ワ
ラ
を

「
形
や
傷
の
有
無
で
選
別
」

し
た
り
、
「
水
揚
げ
時

間
や
鮮
度
保
持
の
方
法

を
明
示
」
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
ほ
か
の
産
地

の
サ
ワ
ラ
と
差
別
化
を

図
る
と
い
っ
た
、
漁
業
現
場
で
の

品
質
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
議
論
。
徳
岡
専
門
委
員

は
「
科
学
的
数
値
な
ど
で
裏
付
け

ら
れ
た
、
鮮
度
や
お
い
し
さ
の
基

準
が
必
要
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
今
後
、

漁
業
者
や
販
売
店
お
よ
び
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
な
ど
を
相
互
に

理
解
・
共
有
し
、
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
、「（
仮
称
）
京

丹
後
サ
ワ
ラ
の
地
産
地
消
を
す
す

め
る
会
」
の
発
足
を
め
ざ
し
ま
す
。 

サ 

（
仮
称
仮
称
）「
地
産
地
消

地
産
地
消
を
す
す
め
る
会
」 

発
足
発
足
に
向
け
て
準
備
準
備 

（
仮
称
仮
称
）「
地
産
地
消

地
産
地
消
を
す
す
め
る
会
」 

発
足
発
足
に
向
け
て
準
備
準
備 

（
仮
称
）「
地
産
地
消
を
す
す
め
る
会
」 

発
足
に
向
け
て
準
備 

地域資源の可能性を探る 地域資源の可能性を探る 

京
丹
後
サ
ワ
ラ

京
丹
後
サ
ワ
ラ 

京
丹
後
サ
ワ
ラ 

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ 

地
産
地
消
に
向
け
て

地
産
地
消
に
向
け
て 

地
産
地
消
に
向
け
て 

販
売
戦
略
を
模
索

販
売
戦
略
を
模
索 

販
売
戦
略
を
模
索 

売
れ
る
米
を
め
ざ
し
、

売
れ
る
米
を
め
ざ
し
、 

お
い
し
さ
基
準
づ
く
り
が
必
要

お
い
し
さ
基
準
づ
く
り
が
必
要 

売
れ
る
米
を
め
ざ
し
、

売
れ
る
米
を
め
ざ
し
、 

お
い
し
さ
基
準
づ
く
り
が
必
要

お
い
し
さ
基
準
づ
く
り
が
必
要 

売
れ
る
米
を
め
ざ
し
、 

お
い
し
さ
基
準
づ
く
り
が
必
要 

徳
岡
邦
夫
市
専
門
委
員

徳
岡
邦
夫
市
専
門
委
員 

徳
岡
邦
夫
市
専
門
委
員

徳
岡
邦
夫
市
専
門
委
員 

徳
岡
邦
夫
市
専
門
委
員 

農
業
ト
ラ
イ
ア
ル
計
画
始
動

農
業
ト
ラ
イ
ア
ル
計
画
始
動 

農
業
ト
ラ
イ
ア
ル
計
画
始
動

農
業
ト
ラ
イ
ア
ル
計
画
始
動 

農
業
ト
ラ
イ
ア
ル
計
画
始
動 

「おいしさの基準」 づくりに向け 丹後産コシヒカリ 

～６次産業創造プロジェクト～ 

「京丹後サワラ」・「丹後産コシヒカリ」 「京丹後サワラ」・「丹後産コシヒカリ」 「京丹後サワラ」・「丹後産コシヒカリ」 
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日本海に面した小さな入り江に浮かぶ 
　　　　　　　　　　「ツリーハウス」 

竹灯籠の幻想的な灯りに照らし出される 「ツリーハウス」 

友好都市としてさらに交流を深める 友好都市としてさらに交流を深める 
瀋
強
（
シ
ン
・
チ
ャ
ン
）
亳
州
市
人
民
政
府
常
務
副
市
長

（
※
団
長
）
と
中
山
市
長
が
両
市
の
特
産
品
を
交
換
し
堅

く
握
手
を
交
わ
す 

中国・安徽省亳州市友好訪問団が来訪 中国・安徽省亳州市友好訪問団が来訪 中国・安徽省亳州市友好訪問団が来訪 

歓
迎
交
流
会

歓
迎
交
流
会 

歓
迎
交
流
会 

交
流
に
つ
い
て
の
会
談

交
流
に
つ
い
て
の
会
談 

交
流
に
つ
い
て
の
会
談 

自
然
景
観
を
視
察

自
然
景
観
を
視
察 

自
然
景
観
を
視
察 

丹
後
ち
り
め
ん
織
元
を
視
察

丹
後
ち
り
め
ん
織
元
を
視
察 

丹
後
ち
り
め
ん
織
元
を
視
察 

　
平
成
十
八
年
十
月
に
「
友
好
都
市

提
携
」
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
中

国
安
徽
省
（
あ
ん
き
し
ょ
う
）
亳
州

市
（
は
く
し
ゅ
う
し
）
の
「
亳
州
市

友
好
訪
問
団
」
（
団
長
・
瀋
強
「
シ

ン
・
チ
ャ
ン
」
亳
州
市
人
民
政
府
常

務
副
市
長
・
三
人
）
が
、
十
月
七
日

か
ら
九
日
ま
で
、
京
丹
後
市
を
訪
問

し
、
両
市
の
観
光
訪
問
、
経
済
交
流

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
友
好
都

市
と
し
て
さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 

　
亳
州
市
か
ら
の
公
式
訪
問
は
今
回

で
四
回
目
と
な
り
、
「
友
好
都
市
提

携
」
の
締
結
後
初
め
て
の
来
訪
。
昨

年
十
一
月
に
は
「
京
丹
後
市
公
式
訪

問
団
」
が
亳
州
市
を
訪
問
し
て
お
り
、

約
一
年
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  
　 

 

　
七
日
の
歓
迎
交
流
会
で
は
、
京
都

府
を
は
じ
め
、
市
内
関
係
機
関
（
議

会
・
商
工
会
・
観
光
協
会
・
区
長
会

な
ど
）
の
代
表
者
の
み
な
さ
ん
や
、

京
丹
後
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
の

か
た
な
ど
約
七
十
人
が
参
加
し
、
中

江
忠
宏
国
際
交
流
協
会
会
長
と
中
山

泰
市
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
後
、
亳
州
市
の
瀋
強
（
シ
ン
・
チ

ャ
ン
）
副
市
長
が
「
京
丹
後
市
の
熱

烈
な
歓
迎
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
訪

問
を
皮
切
り
に
両
市
の
交
流
が
さ
ら

に
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

大
正
琴
を
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
琴

華
・
こ
と
は
な
の
み
な
さ
ん
に
、
ま

た
、
神
楽
を
荒
山
神
楽
保
存
会
の
み

な
さ
ん
に
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
亳

州
市
友
好
訪
問
団
の
み
な
さ
ん
に
日

本
の
伝
統
文
化
の
魅
力
に
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
　
　 

   

　
八
日
の
会
談
で
は
、
「
亳
州
市
友

好
訪
問
団
」
の
瀋
強
（
シ
ン
・
チ
ャ

ン
）
副
市
長
・
戴
力
（
ダ
イ
・
リ
ー
）

副
県
長
・
劉
斌
（
リ
ュ
ウ
・
ビ
ン
）

副
県
長
と
、
京
丹
後
市
の
大
下
副
市

長
・
米
田
教
育
長
・
沖
田
商
工
会
長
・

板
垣
観
光
協
会
長
・
中
江
国
際
交
流

協
会
長
で
今
後
の
具
体
的
な
交
流
に

つ
い
て
の
会
談
を
行
い
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
側
か
ら
は
「
機
械
金
属

業
な
ど
外
国
人
研
修
制
度
の
活
用
に

よ
る
労
働
者
の
受
け
入
れ
、
丹
後
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
や
新
鮮
な
海
産
物
、
海
・

山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

滞
在
型
観
光
な
ど
具
体
的
な
経
済
交

流
・
観
光
訪
問
」
に
つ
い
て
提
案
。 

　
亳
州
市
側
か
ら
は
「
二
年
に
一
度

の
行
政
訪
問
団
や
中
学
生
訪
問
団
の

派
遣
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

の
交
流
な
ど
」
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

熱
心
に
会
談
。
両
市
の
共
同
繁
栄
と

友
好
都
市
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
い

く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

関
係
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

会談で、両市の交流の歩みと歓迎のあいさつ
を述べる大下副市長 

琴
引
浜
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
な
ど
を

質
問
す
る
瀋
強
（
シ
ン
・
チ
ャ
ン
）

副
市
長
（
右
） 

丹
後
ち
り
め
ん
の
魅
力
を
手
触
り
で

実
感
。
左
か
ら
瀋
強（
シ
ン
・
チ
ャ
ン
）

副
市
長
・
劉
斌（
リ
ュ
ウ
・
ビ
ン
）副
県

長 

・ 

戴
力（
ダ
イ
・
リ
ー
）副
県
長 

※ 

　
日
本
海
に
面
し
た
久
美
浜
町
蒲
井
・
旭
地

域
の
小
さ
な
入
り
江
に
、
世
界
で
唯
一
、
海

の
絶
景
を
一
望
で
き
る
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」

が
完
成
し
、
十
月
十
八
日
、
完
成
お
披
露
目

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
市
内
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
日
本
全
国
か

ら
約
百
人
が
参
加
さ
れ
、
完
成
し
た
「
ツ
リ

ー
ハ
ウ
ス
」
の
見
学
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
植
栽
、

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
竹
灯
籠
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
は
、
同
地
域
の
日
本

海
を
見
下
ろ
す
丘
に
立
つ
タ
ブ
ノ
キ
（
高
さ

約
一
六
㍍
）
の
中
段
に
、
ら
せ
ん
階
段
と
展

望
台
を
、
上
段
の
小
さ
な
空
間
に
は
ヒ
ノ
キ

で
つ
く
っ
た
木
の
香
り
が
漂
う
ハ
ウ
ス
を
設

置
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
京
丹
後
の
豊
か
な

自
然
を
活
か
し
た
森
や
自
然
の
元
気
力
に
気

づ
き
発
見
で
き
る
場
所
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
市
が
㈱
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
制
作
を
委
託

し
、
約
四
十
日
間
か
け
て
制
作
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
十
月
か
ら

二
回
に
わ
た
っ
て
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
制
作

に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
講
座
）」

を
開
催
す
る
な
ど
一
年
に
わ
た
り
準
備
を
進

め
て
見
事
に
完
成
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
山

市
長
と
地
元
代
表
者
の
蒲
井
・
旭
電
源
問
題

お
よ
び
活
性
化
対
策
協
議
会
の
平
尾
穂
積
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
ク
リ

エ
ー
タ
ー
で
日
本
に
お
け
る
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

の
第
一
人
者
で
あ
る
小
林
崇
さ
ん
が
「
最
初

こ
の
場
所
は
竹
藪
で
、
来
る
の
も
た
い
へ
ん

な
場
所
で
し
た
。
地
元
の
み
な
さ
ん
に
も
道

づ
く
り
な
ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
世
界

で
初
め
て
と
な
る
海
の
景
色
が
一
望
で
き
る

素
晴
ら
し
い
『
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
』
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
多
く
の
み

な
さ
ん
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の

地
域
の
発
展
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後
に
、
「
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
」
体
感
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行

い
、
海
部
・
田
村
小
学
校
の
児
童
の
み
な
さ

ん
が
色
と
り
ど
り
の
紙
テ
ー
プ
を
投
げ
て
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
餅
つ
き
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

の
植
栽
体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
夕
方
か
ら
の
、
竹
灯
籠
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
世
界
最
古
の
管
楽
器
と
ド

ラ
ム
の
音
色
と
と
も
に
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
竹
灯
籠
の
灯
り
が
織
り

な
す
幻
想
的
な
風
景
に
、
観
衆
が
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
同
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

安
全
を
第
一
と
し
た
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」
の

活
用
方
法
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
い
、
「
元

気
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
、
京
丹
後
の
魅
力

を
市
内
外
や
ア
ジ
ア
を
含
め
た
全
世
界
の
多

く
の
み
な
さ
ん
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 
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同
体
験
ツ
ア
ー
は
、
昨
年
か
ら
本
市
を

中
心
に
、
農
業
体
験
な
ど
に
よ
る
都
市
と
農

村
の
交
流
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
都
市
農
村
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
会
」
（
京
都
市
・
宮
崎
猛
理
事
長
）
が

主
催
。
同
協
会
は
、
農
山
漁
村
地
域
の
発
展

や
伝
統
文
化
の
継
承
を
は
じ
め
、
環
境
に
や

さ
し
い
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
を
推
進
し
、

総
合
学
習
や
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
稲
刈
り
体
験
は
、
都
市
住
民
お
よ

び
尉
ヶ
畑
地
区
の
農
家
の
み
な
さ
ん
が
同
地

区
で
行
っ
て
い
る
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て

行
い
、
五
月
の
田
植
え
、
六
月
の
草
取
り
作

業
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ
た
か
た
は
、
地
元
グ
ル
ー
プ
「
源

流
の
里
」
福
田
繁
夫
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
日
本
晴
（
約
一
〇
㌃
）
の

手
刈
り
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。
額
に
汗
を
に

じ
ま
せ
な
が
ら
、
て
い
ね
い
に
稲
を
刈
り
と

り
コ
ン
バ
イ
ン
で
脱
穀
。
刈
り
と
り
後
に
は

コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
を
す
る
な

ど
、
参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

　
京
都
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
�
田
晋
史
さ
ん

は
「
大
勢
で
楽
し
み
な
が
ら
稲
刈
り
が
で
き

た
け
ど
、
こ
れ
が
仕
事
と
な
る
と
た
い
へ
ん
。

お
米
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
」
と
農
業
の
厳

し
さ
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
収
穫
さ
れ
た
お
米
は
、
地
元
の
酒
蔵

に
搬
入
、
日
本
酒
に
仕
込
み
、
十
二
月
中
旬

に
生
酒
が
で
き
あ
が
る
予
定
で
す
。 

　
鳴
き
砂
の
浜
と
し
て
全
国
で
初
め
て
「
国

指
定
天
然
記
念
物
お
よ
び
名
勝
」
に
指
定
さ

れ
た
琴
引
浜
で
、
九
月
二
十
七
日
・
二
十
八

日
、
白
砂
青
松
の
継
承
に
向
け
保
全
活
動
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
、
都
市
部
と
地
元
の
住
民

が
一
緒
に
行
う
「
琴
引
浜
保
全
ツ
ア
ー
」（
は

だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
主
催
・
岡

田
一
雄
会
長
）
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
琴
引
浜
の
自
然
環
境
は
、
原
生
林
の
よ
う

な
手
つ
か
ず
の
大
自
然
と
は
違
い
、
砂
浜
も

松
林
も
保
全
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
持
続
的

に
保
全
を
図
る
た
め
に
は
、
一
部
の
人
に
負

担
が
集
中
し
な
い
、
自
発
的
な
参
加
・
地
域

経
済
効
果
と
い
っ
た
要
素
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
担
い
手
を
募
る
地
元
住
民
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
都
市
部
の
親

子
、
活
性
化
を
望
む
地
域
の
民
宿
が
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
（
要
求
）
を
満
た
し
な
が
ら
環

境
保
全
と
の
両
立
を
図
る
と
い
う
、
先
駆
的

な
取
り
組
み
で
す
。 

　
第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、
京
都
市
内
の

親
子
連
れ
な
ど
十
二
人
に
地
元
か
ら
の
参
加

も
含
め
た
約
五
十
人
が
保
全
活
動
や
自
然
体

験
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
初
日
に
鳴
き
砂
や
海
浜
植
物
の
学
習
会
と

海
岸
清
掃
を
、
二
日
目
に
は
約
二
時
間
に
わ

た
り
海
岸
松
林
の
間
伐
・
枝
打
ち
・
地
か
き

作
業
を
実
施
。
適
度
に
間
引
か
れ
た
松
林
を

見
て
参
加
者
か
ら
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た
」、

「
来
年
は
松
露
が
あ
が
る
と
い
い
な
」
と
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
名
人
に

教
わ
り
イ
カ
釣
り
体
験
も
実
施
。
八
幡
市
か

ら
参
加
さ
れ
た
宮
本
茂
樹
さ
ん
は
「
松
林
の

間
伐
は
、
体
験
型
の
旅
行
と
し
て
は
ち
ょ
う

ど
い
い
運
動
量
。
成
果
も
一
目
で
わ
か
る
の

で
達
成
感
が
あ
る
し
、
参
加
者
全
員
で
楽
し

み
な
が
ら
社
会
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
充
実

感
も
味
わ
え
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　さわやかな秋晴れとなった9月27日、久美浜町尉ヶ
畑で稲刈り体験ツアーが実施され、京都市などから約
20人が参加。稲刈り作業を通して地元農家のみなさん
との交流を深めました。 

  

新
事
業
展
開
な
ど
を
お
考
え
の
か
た
や
、

「
店
を
繁
盛
さ
せ
た
い
」
、
「
商
品
の
売
れ
行

き
を
伸
ば
し
た
い
」
な
ど
の
思
い
を
お
持
ち

の
か
た
を
対
象
に
、
九
月
五
日
・
十
九
日
の

両
日
、
「
事
業
計
画
等
個
別
相
談
会
」
お
よ

び
「
魅
力
創
造
セ
ミ
ナ
ー
」
を
峰
山
地
域
公

民
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
し
ま
し
た
。 

  

同
相
談
会
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
は
、
丹
後
地

域
産
業
活
性
化
推
進
会
議
の
主
催
で
、
昨
年

十
二
月
に
続
い
て
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
あ
る
株
式
会
社
日
本
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
部
の
吉
田
俊
也
部

長
を
招
き
実
施
し
ま
し
た
。 

 

「
事
業
計
画
等
個
別
相
談
会
」
に
は
、
延

べ
五
組
七
人
の
か
た
が
参
加
。
新
た
な
事
業

展
開
や
新
分
野
進
出
に
関
す
る
事
業
計
画
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
、
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
魅
力
創
造
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、

お
客
さ
ん
を
増
や
し
た
り
、
売
り
上
げ
を
伸

ば
す
た
め
の
、
お
店
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の

魅
力
の
磨
き
方
や
、
そ
の
伝
え
方
・
伝
わ
り

方
に
つ
い
て
、
「
強
み
を
知
り
そ
れ
を
活
か

そ
う
」
、
「
”
買
う
理
由
“
を
伝
え
て
あ
げ
よ

う
」、「
カ
ッ
コ
よ
さ
は
い
ら
な
い
。
素
直
な

気
持
ち
を
伝
え
よ
う
」
な
ど
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
る
中
、
休
憩
時
間
も
講
師
と
受

講
生
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
、
ま
た
講
義
後

に
は
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

受
講
さ
れ
た
か
た
は
「
と
て
も
よ
く
わ
か

り
、
楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
聞
き
た
い
で
す
」、

「
な
る
ほ
ど
と
思
う
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
店
づ
く
り
の
参
考

に
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

丹
後
地
域
産
業
活
性
化
推
進
会
議
で
は
、

市
内
の
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
も

と
づ
き
、
今
後
も
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。 

　丹後産地で製織したものを地元で精錬加工し、品質検査を
して出荷すること。 
　明治から大正初期の丹後機業は、織りのみを行い精錬加
工は京都の問屋を通して西陣で実施。その結果、相場の変動
によって問屋からの「難引」、「返品」を甘受せざるを得ない極
めて弱い立場におかれていました。 
　そのため、峰山町の精練業者を中心とした「丹後縮緬国練
期成同盟」が結成されるなど、国練検査制度にむけたさまざま
な取り組みが長年、行われました。そして丹後縮緬同業組合
の津原武理事長を中心に、丹後機業が団結して多くの問題を
解決し、昭和3年9月1日、精錬・品質検査までを産地で一貫し
て行う「国練検査制度」を実現。産地の地位を向上させた。 

　
丹
後
ち
り
め
ん
に
お
け
る
品
質
検
査
「
国

練
（
く
に
ね
り
）
検
査
制
度
」
の
実
施
八
十

周
年
を
記
念
し
た
式
典
が
、
十
月
一
日
、
峰

山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
ち
り
め
ん

苑
」
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行
わ
れ
（
丹
後
織

物
工
業
組
合
主
催
・
渡
邉
正
義
理
事
長
）
、

織
物
関
係
の
か
た
な
ど
約
七
十
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。 

　
丹
後
で
「
国
練
検
査
制
度
」
が
は
じ
ま
っ

た
の
は
昭
和
三
年
九
月
一
日
。
丹
後
織
物
工

業
組
合
の
前
身
で
あ
る
丹
後
縮
緬
（
ち
り
め

ん
）
同
業
組
合
に
よ
っ
て
、
丹
後
で
織
っ
た

ち
り
め
ん
を
丹
後
で
練
り
、
一
反
ご
と
の
品

質
検
査
を
行
う
「
国
練
検
査
制
度
」
が
確
立
。

誇
り
と
責
任
あ
る
製
品
の
出
荷
組
織
・
制
度

を
実
現
し
、
産
地
の
地
位
向
上
に
大
き
く
つ

な
が
り
ま
し
た
。 

　
渡
邉
理
事
長
は
「
二
百
九
十
年
の
伝
統
あ

る
丹
後
産
地
が
全
国
最
大
の
絹
織
物
産
地
に

発
展
し
た
の
も
、
先
人
の
英
断
と
業
者
の
強

い
団
結
に
よ
る
賜
物
。
そ
の
先
覚
の
偉
業
を

偲
ぶ
と
感
無
量
。
現
在
の
和
装
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
全
組
合
員
が
総
力

を
結
集
し
、
丹
後
産
地
の
将
来
に
繁
栄
を
も

た
ら
す
こ
と
が
先
人
の
努
力
に
報
い
る
た
め

の
我
々
の
使
命
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
丹
後

織
物
発
展
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に
さ
れ
ま

し
た
。 

「
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よ
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よ
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　「
セ
ミ
ナ
ー
」

「
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

を
開
催 

「
相
談
会
」
お
よ
び 

　
　「
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催 

く
に
ね
り 

国練検査制度とは 国練検査制度とは 

先
人
の
偉
業
を
偲
び

先
人
の
偉
業
を
偲
び 

先
人
の
偉
業
を
偲
び

先
人
の
偉
業
を
偲
び 

先
人
の
偉
業
を
偲
び 

国
練
検
査
制
度
　
八
十
周
年
記
念
式
典

国
練
検
査
制
度
　
八
十
周
年
記
念
式
典 

国
練
検
査
制
度
　
八
十
周
年
記
念
式
典

国
練
検
査
制
度
　
八
十
周
年
記
念
式
典 

国
練
検
査
制
度
　
八
十
周
年
記
念
式
典 

丹後織物の 

発展を願う 

丹後織物の 

発展を願う 

丹後織物の 

発展を願う 



平成20年11月 

15 14

　本紙 10 月号から、私たち
にとってかけがえのない市内
の高等学校（分校など）の生
徒のみなさんによるコーナー
を「高校グラフィティ」とし
て掲載しています。 
　内容は、高等学校の活動な
どについて、生徒のみなさん
により作成されています。今
回は久美浜高等学校のみなさ
んの活動についてご紹介しま
す。（同校安川潤一くん、中
西裕之くん、松田圭祐くんな
どから投稿いただきました） 

笑
顔
で
送
り
出
し 

世
界
の
子
ど
も
た
ち
へ 

こ
ん
な
に
集
ま
り
ま
し
た 

甲
山
駅
の
植
え
込
み
の
剪
定 

　9月14日に開催された「歴史街
道・丹後100kmウルトラマラソ
ン」に、久美高から運動部員を
中心に76人がボランティアとし
て参加しました。 

 久美高のビッグイベントの一つである「文化祭」が、９月３・

４日に盛大に行われました。「The very best of 文化祭」という

テーマのとおり、私たちにとって「最高」の文化祭になりました。

みんな、演劇・イベント・模擬店に一生懸命取り組みました。各

クラスの発表に加えて、生徒会企画、PTAのお父さんお母さん

による模擬店、吹奏楽部や軽音楽部のライブ演奏などもあり、と

ても充実した２日間でした。 

 

僕
た
ち
久
美
浜
高
校
カ
ヌ
ー

部
は
、
日
ご
ろ
カ
ヌ
ー
の
大
会

な
ど
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ
ま
に

恩
返
し
し
よ
う
と
思
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

　
僕
た
ち
は
六
〇
㌔
の
部
で
ス

タ
ー
ト
さ
れ
る
選
手
の
み
な
さ

ん
に
、
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
や
「
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
を
言
い
、

給
水
・
給
食
の
お
手

伝
い
を
し
、
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
地
域
の
み

な
さ
ま
に
お
世
話
に

な
っ
た
分
、
す
べ
て

を
恩
返
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
形
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

年
久
美
浜
高

校
の
文
化
祭

が
み
ん
な
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
の
に
は
、

久
美
高
な
ら
で
は
の

秘
密
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
先
生
方
が

と
て
も
協
力
的
で
あ

る
こ
と
で
す
。
担
任

の
先
生
方
は
お
願
い

す
れ
ば
劇
に
出
演
し
て
く
だ
さ
る

し
、
そ
の
ほ
か
の
先
生
方
も
完
成

度
の
高
い
『
教
員
劇
』
を
し
て
く

れ
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
軽
音
楽
部
に
よ

る
『
文
化
祭
ラ
イ
ブ
』
が
行
わ
れ
、

毎
年
大
盛
況
で
す
。
今
年
は
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
で
ノ
リ
の
よ
い
楽
曲
で
、

今
ま
で
に
な
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

　
そ
し
て
、
全
校
生
徒
が
楽
し
め

る
、
生
徒
会
の
主
催
の
『
生
徒
会

企
画
』
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、

生
徒
や
先
生
の
出
身
都
道
府
県
の

ア
ッ
と
驚
く
情
報
を
紹
介
し
て
も

ら
う
「
久
美
高
的
な
ケ
ン
ミ
ン
シ

ョ
ー
」
と
、
ス
テ
ー
ジ
で
芸
を
披

露
し
て
も
ら
う
「
一
発
芸
大
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
も
先
生
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
各
ク
ラ
ス
の
発
表
も

素
晴
ら
し
く
、
最
高
の
文
化
祭
で

し
た
！ 

毎 

庭
で
使
わ
な
い
も

の
を
集
め
て
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
文
化
祭
だ

っ
た
け
ど
、
み
ん
な
全
員

が
自
分
の
役
割
を
ち
ゃ
ん

と
こ
な
し
て
い
て
、
準
備

が
し
っ
か
り
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
教
室
の

内
装
の
係
の
人
は
、
教
室

の
中
を
キ
レ
イ
に
見
せ
る

た
め
に
い
ろ
ん
な
工
夫
を

し
て
く
れ
て
と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
。
フ
リ
マ
は
、

み
ん
な
が
た
く
さ
ん
工
夫

し
て
く
れ
た
か
ら
成
功
し
た
と
思

い
ま
す
。 

　
ユ
ニ
セ
フ
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、

募
金
活
動
が
で
き
た
の
も
よ
か
っ

た
で
す
。
売
り
上
げ
の
二
万
七
千

百
九
十
八
円
を
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付

で
き
ま
し
た
！ 

家 

   

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
普
段

の
生
活
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。
一
つ
は
、
た
く
さ
ん
の

ご
み
が
道
路
の
脇
や
田
ん
ぼ
に

ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
一
つ
一
つ
の
ご
み
を
拾
う

作
業
は
た
い
へ
ん
で
し
た
。「
だ

れ
か
が
簡
単
に
捨
て
た
ご
み
を
、

別
の
だ
れ
か
が
た
い
へ
ん
な
思

い
で
拾
う
な
ら
、
初
め
か
ら
捨

て
な
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
、
当
た
り
前
だ
け
ど
大

切
な
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
ま

し
た
。
出
し
た
ご
み
は
、
そ
の

人
が
責
任
を
持
っ
て
き
ち
ん
と

捨
て
る
こ
と
が
エ
コ
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
も
う
一
つ
気
づ
い
た
こ
と
は
、

自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
町

が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
は
、
気

持
ち
の
よ
い
こ
と
な
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。｢

よ
い
こ
と
し
て

く
ん
な
る
わ
ー
、
あ
り
が
と
う｣

と
地
域
の
か
た
に
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
と
き
、
と
て
も
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
町
が
き

れ
い
に
な
っ
て
、
心
も
美
し
く

な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。 

　
秋
晴
れ
の
十
月
二
日
、
毎
年
恒
例
の｢

ク
リ
ー

ン
作
戦
二
〇
〇
八｣

に
全
校
生
徒
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
学
年
別
に
、
久
美
浜
町
内
の
道
路
、
施
設
、

公
園
な
ど
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
よ
い
天
気
の

中
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く
美

化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 …………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………… 

……………………………………………………… 

高
校
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

高
校
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

〜
高
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
手
に
よ
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京
都
府
の
ひ
ろ
ば 
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護岸の前面に波を打ち消す 
　　　　　　　　ブロックを設置 

海岸には保安林が隣接 

平成19年1月、冬季風浪により破堤（被災直後の後ヶ浜護岸・丹後町間人） 

買
い
物
客
の
み
な
さ
ん
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る 

丹
後
き
も
の
ク
イ
ー
ン 

（
左
か
ら
中
村
さ
ん 

・ 

小
長
谷
さ
ん
） 

　
治
山
事
業
は
、
森
林
の
維
持
造
成
を
通
じ
て
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
府
民
の
み
な

さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
保
全
し
、
ま
た
水
源
か
ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
な
ど
を

図
る
事
業
で
す
。
京
都
府
で
は
、
現
在
、
治
山
事
業
の
一
環
と
し
て
海
岸
工
事
を
後
ヶ
浜

海
岸
（
丹
後
町
間
人
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

 

   

　
「
治
山
事
業
で
な
ぜ
海
岸
工
事
な
の
か
」
、

そ
う
思
わ
れ
る
か
た
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

京
都
府
に
は
、
舞
鶴
市
か
ら
京
丹
後
市
に

か
け
て
美
し
い
海
岸
線
が
続
き
、
そ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
国
土
交
通
省
・
水
産
庁
の
所
管

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
主
に
砂
浜
に

隣
接
す
る
海
岸
林
は
そ
の
背
後
に
あ
る
人
家

や
公
共
施
設
を
守
る
目
的
か
ら
、
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
保
安

林
に
つ
い
て
は
林
野
庁
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
時
に
こ
の
海
岸
林
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
治
山
事
業
に
よ
り
海
岸
に
構
造

物
を
設
置
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
、
工
事
を
行
っ
て
い
る
丹
後
町
間
人

に
位
置
す
る
後
ヶ
浜
海
岸
に
も
隣
接
し
て
保

安
林
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
の
海
岸
は
砂

の
移
動
が
激
し
い
た
め
、
波
打
ち
際
が
常
時

移
動
し
て
お
り
冬
季
に
は
激
し
い
波
に
浸
食

さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
の
た
め
、

護
岸
に
よ
る
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
飛
砂
や

風
を
防
い
で
い
る
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
が
生
育

せ
ず
、
背
後
の
住
宅
や
農
地
・
国
道
に
影
響

が
出
る
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
四

十
年
代
に
治
山
事
業
に
よ
っ
て
防
潮
護
岸
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
護
岸
に
よ
り
海
岸
林
へ
の
波
の
影
響
は
格

段
に
減
少
し
、
現
在
も
保
安
林
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
間
、

基
礎
部
分
の
砂
の
移
動
の
繰
り
返
し
、
ま
た

護
岸
を
越
え
た
波
に
よ
る
背
後
の
砂
の
吸
い

出
し
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
平
成
十
九
年
一

月
の
冬
季
風
浪
に
よ
り
、
つ
い
に
当
時
設
置

し
た
防
潮
護
岸
が
破
堤
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

      

　
歴
年
の
波
浪
に
よ
る
護
岸
本
体
の
劣
化
も

激
し
い
た
め
、
復
旧
は
既
設
護
岸
を
撤
去
後
、

再
度
新
し
い
護
岸
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
形
状
の
構
造
物
で
は
再

度
被
災
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
基
礎
部
を
深

く
し
、
さ
ら
に
護
岸
前
面
に
波
を
打
ち
消
す

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

            

工
事
は
、
冬
季
波
浪
が
治
ま
っ
た
平
成
二

十
年
三
月
か
ら
本
格
的
に
着
手
。
平
成
二
十

年
十
月
末
ま
で
に
全
体
の
約
八
五
㌫
が
完
了

し
て
い
ま
す
。
早
期
復
旧
を
め
ざ
し
て
、
夏

季
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
も
工
事
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
、
地
域
の
み
な
さ
ん
・
観
光
客
の
か

た
に
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
そ
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
工
事
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

完
成
は
、
平
成
二
十
一
年
度
中
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

「
後
ヶ
浜
海
岸
防
潮
護
岸
」
復
旧
工
事 

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
　
農
林
商
工
部 

　
　
　
　
　
　
農
林
整
備
室
森
林
整
備
担
当 

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
六
二
ー
四
三
二
六
） 

     

　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
た
九
月

二
十
八
日
、
京
都
市
右
京
区
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都
ハ
ナ
」

で
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
一
部
区
間
開

通
を
契
機
と
す
る
都
市
部
か
ら
丹
後
地
域

へ
の
一
層
の
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
丹
後

誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
主
催
・
丹
後
広
域

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
、
京
丹
後
市

観
光
協
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
京
都
府
域
の
一
体
的
発
展
を
目
的
に
整

備
が
進
め
ら
れ
る
高
規
格
幹
線
道
路
の
京

都
縦
貫
自
動
車
道
で
、
綾
部
安
国
寺
Ｉ
Ｃ
（
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
〜
京
丹
波
わ
ち
Ｉ
Ｃ

間
が
九
月
十
三
日
に
開
通
。
こ
れ
に
よ
り

京
都
市
内
と
丹
後
を
結
ぶ
時
間
が
約
十
五

分
間
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
都
市
部
か
ら
の
交
通
が
一

層
便
利
に
な
っ
た
丹
後
地
域
へ
の
誘
客
に

つ
な
げ
よ
う
と
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
。

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、『
秋
の
丹
後
へ
行

こ
う
！
「
ゆ
る
り
、
ぐ
る
り
、
ほ
っ
こ
り
、

丹
後
」
』
と
題
し
、
丹
後
の
心
癒
（
い
や
）

さ
れ
る
景
観
や
癒
し
の
温
泉
、
秋
の
味
覚

の
紹
介
、
さ
ら
に
十
一
月
の
カ
ニ
漁
解
禁

を
前
に
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
会
場
周
辺
で
は
、
丹
後
き
も
の
ク
イ
ー

ン
が
、
あ
で
や
か
な
着
物
姿
で
買
い
物
客

の
み
な
さ
ん
に
次
々
と
声
を
か
け
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
。
会
場
内
で
は
、

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
や
琴
引
浜
の
鳴
き
砂
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
京
都
市
か
ら
よ
り

近
く
な
っ
た
丹
後
地
域
の
魅
力
を
、
多
く

の
か
た
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

  

　 　
市
と
包
括
協
力
協
定
を
締
結
（
平
成
十
八

年
二
月
）
し
て
い
る
社
会
人
野
球
ク
ラ
ブ
「
京

都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
」
が
、
十
月
四
日
、
峰
山
幼
稚
園
（
峰

山
町
杉
谷
）
を
訪
問
。
同
園
で
開
催
さ
れ
た

秋
の
運
動
会
に
参
加
し
、
園
児
と
交
流
し
ま

し
た
。 

 

 

同
ク
ラ
ブ
は
、
三
日
〜
五
日
の
三
日
間
、

峰
山
球
場
（
峰
山
町
杉
谷
）
を
拠
点
に
恒
例

と
な
っ
た
秋
合
宿
（
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー

ズ
支
援
・
連
絡
た
ん
ご
応
援
団
実
行
委
員
会

主
催
）
を
実
施
。
今
回
の
峰
山
幼
稚
園
へ
の

訪
問
は
、
市
と
の
包
括
協
力
協
定
に
基
づ
く

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
同
ク
ラ
ブ

の
選
手
八
人
が
運
動
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
同
園
の
運
動
会
は
、
環
境
教
育
に
着
目
。

「
ち
き
ゅ
う
は
み
ん
な
の
た
か
ら
も
の
」
を

合
い
言
葉
に
、
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま

ざ
な
ま
競
技
や
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選

手
は
、
園
児
が
披
露
す
る
「
も
っ
た
い
な
い

音
頭
」
を
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
環
境
を
破
壊

す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
す
る
な
ど
会
場
を

盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
園
児
と
一
緒
に
競
技
に

参
加
す
る
な
ど
し
、
園
児
た
ち
も
大
は
し
ゃ

ぎ
。
同
園
お
よ
び
地
域
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
五
日
に
は
、
峰
山
球
場
で
ホ
ー
ム

ラ
ン
競
争
な
ど
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

そ
の
後
、
社
会
人
野
球
ク
ラ
ブ
「
京
都
ダ
イ

ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
と
の
練
習
試
合
も
実
施

さ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。 

早
期
完
成
を
め
ざ
し

早
期
完
成
を
め
ざ
し 

　
　
　
取
り
組
み
ま
す

　
　
　
取
り
組
み
ま
す 

早
期
完
成
を
め
ざ
し

早
期
完
成
を
め
ざ
し 

　
　
　
取
り
組
み
ま
す

　
　
　
取
り
組
み
ま
す 

早
期
完
成
を
め
ざ
し 

　
　
　
取
り
組
み
ま
す 

海
岸
な
の
に
治
山
事
業

海
岸
な
の
に
治
山
事
業 

海
岸
な
の
に
治
山
事
業

海
岸
な
の
に
治
山
事
業 

海
岸
な
の
に
治
山
事
業 

順
調
に
進
ち
ょ
く

順
調
に
進
ち
ょ
く 

順
調
に
進
ち
ょ
く

順
調
に
進
ち
ょ
く 

順
調
に
進
ち
ょ
く 

京都府の 
ひろば 

治
山
事
業
で

治
山
事
業
で 

治
山
事
業
で

治
山
事
業
で 

治
山
事
業
で 

来
年
度
中
の
完
成
を
目
標
に

来
年
度
中
の
完
成
を
目
標
に 

来
年
度
中
の
完
成
を
目
標
に

来
年
度
中
の
完
成
を
目
標
に 

来
年
度
中
の
完
成
を
目
標
に 

　本紙９月号から、京都府
で取り組まれています市民
生活にかかわる事業などに
ついてご紹介しています。 

京
都
市
内
と
丹
後
が
十
五
分
間
短
縮 

社会人野球クラブ 
京都ファイアーバーズ 
ベースボールクラブ 

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動 

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動 

地
域
貢
献
活
動 



平成20年11月 平成20年11月 

叙  

位  

叙  

勲 

教
　
　
　
育 

19 18

故 田中 穰 さん 

故 泉 勇雄 さん 

　
次
回
は
、
今
ま
で
の
協
議
内

容
の
ま
と
め
を
事
務
局
で
作
成

し
、
委
員
の
み
な
さ
ん
に
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
答
申
案

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

今
後
、
学
級
人
数
、
複
式
学

級
、
通
学
方
法
、
通
学
距
離
、

冬
季
の
積
雪
、
地
域
と
の
連
携

な
ど
の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
教
育
環
境
と
な
る
再
配
置
が

提
案
で
き
る
よ
う
、
十
二
月
の

答
申
に
向
け
て
、
引
続
き
協
議

が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
学
校
再
配
置
検
討
委
員
会
で
は
、
十
二
月
の
答
申
に
向
け
て
、
市
内

小
・
中
学
校
の
再
配
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
九
月
三
十

日
に
峰
山
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
第
八
回
学
校
再
配
置
検
討
委
員
会
で

は
、
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
の
小
学
校
の
再
配
置
に
つ
い
て
重
点
的
に
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
小
学
校
と
中
学
校
の
再
配
置
全
体
を
通

し
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

　 
 

・
学
力
調
査
で
、
東
北
地
方
の
学

校
の
結
果
が
よ
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
れ
は
ク
ラ
ス
編
成
の
仕

方
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
あ

る
程
度
の
人
数
が
な
い
と
東
北

地
方
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
で

き
な
い
。 

 

・
耐
震
・
増
築
な
ど
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
し
て
方
法
や
費

用
な
ど
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
る
の
か
。 

 

・
許
さ
れ
る
な
ら
新
築
が
い
い
。 

 

・
通
学
の
問
題
も
あ
り
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
が

必
要
。 

 

・
鳥
取
小
学
校
を
活
用
す
る
の
が

よ
い
の
で
は
。 
 

・
（
過
去
の
例
で
）
学
校
の
跡
地

利
用
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
管
理
に
必
要
な
財
源
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。 

 

・
学
校
の
跡
地
利
用
は
、
地
域
が

が
ん
ば
ら
な
い
と
行
政
は
し
て

く
れ
な
か
っ
た
。 

 

・
統
合
し
た
場
合
、
保
護
者
の
駐

車
場
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。 
 

・
今
後
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
再

配
置
が
進
む
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
一
校
に
す
る
前
に
二
校
で

ス
タ
ー
ト
し
て
は
ど
う
か
。 

   

・
分
科
会
で
は
賛
否
両
論
あ
っ
た

が
、
再
配
置
は
や
む
な
し
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

・
久
美
浜
は
、
地
域
が
広
い
こ
と

と
人
数
が
少
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
広
さ
と
人
数
に
よ
る

基
準
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
か
。 

 

・
広
い
の
に
一
校
に
し
て
大
丈
夫

か
。
地
域
性
も
考
慮
し
て
二
〜

三
校
で
で
き
な
い
か
。 

 

・
一
校
に
す
る
案
が
出
て
い
る
が
、

も
う
少
し
出
生
数
が
増
え
て
二

校
に
な
れ
ば
い
い
が
。 

 

・
一
校
で
は
通
学
区
域
が
広
す
ぎ

る
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
支
障

を
来
た
す
こ
と
に
な
る
。 
 

・
一
校
に
な
る
と
友
達
の
家
に
遊

び
に
行
く
に
も
親
が
送
る
な
ど

し
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

・
久
美
浜
は
小
・
中
一
貫
校
で
お

願
い
し
た
い
。 

   

・
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
も
検
討

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
後
、

地
域
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
意

見
の
一
致
）
を
ど
う
と
っ
て
い

く
の
か
が
重
要
と
な
る
。 

 

・
小
学
校
が
ど
こ
に
な
っ
て
も
子

ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
慣
れ
る
と

思
う
が
、
通
学
の
安
全
だ
け
は

確
保
し
て
ほ
し
い
。 

 

・
一
校
に
す
る
案
は
峰
山
町
・
弥

栄
町
・
久
美
浜
町
で
、
大
宮
町

は
現
状
維
持
、
丹
後
町
・
網
野

町
は
二
校
か
ら
三
校
へ
と
い
う

方
向
に
思
え
る
。
大
宮
の
第
三

小
学
校
は
人
数
で
見
る
と
再
編

の
対
象
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
人
数
だ
け
で
割
り
切
る
こ

と
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

・
今
の
中
学
校
の
配
置
が
、
今
後

の
小
学
校
の
再
配
置
図
に
な
る

の
か
と
思
う
。 

 

・
人
数
、
地
域
、
面
積
な
ど
い
ろ

ん
な
こ
と
で
考
え
る
べ
き
。 

 

・
丹
後
町
は
峠
が
あ
る
の
で
、
人

数
だ
け
の
判
断
は
無
理
。 

 

・
今
の
子
ど
も
は
歩
く
こ
と
が
減

っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
歩
い
て

通
学
す
る
こ
と
は
大
切
。 

 

・
落
ち
着
き
の
な
い
子
、
人
の
目

を
見
て
話
が
聞
け
な
い
子
が
増

え
て
お
り
、
鉄
筋
よ
り
木
造
建

築
の
ほ
う
が
落
ち
着
い
た
子
ど

も
が
育
つ
と
い
う
話
が
あ
る
の

で
、
新
築
の
場
合
、
木
造
の
校

舎
を
希
望
す
る
。 

 

・
い
じ
め
や
不
登
校
の
な
い
学
校

づ
く
り
を
。 

 

・
子
ど
も
は
子
ど
も
た
ち
の
中
で

揉
ま
れ
て
育
つ
。 

 

・
不
登
校
の
子
ど
も
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
な
い
子

が
多
い
と
思
う
。 

・
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
い
環
境
が

つ
く
ら
れ
れ
ば
、
親
も
子
ど
も

の
た
め
に
努
力
で
き
る
。 

   

・
中
学
校
は
ほ
と
ん
ど
の
町
が
一

校
で
あ
り
、
網
野
町
は
二
校
、

丹
後
町
は
宇
川
中
学
校
が
五
年

後
の
生
徒
数
で
は
成
り
立
た
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

・
間
人
中
学
校
、
宇
川
中
学
校
の

両
校
と
も
、
土
石
流
の
危
険
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
に

あ
る
の
で
、
安
全
な
場
所
へ
新

築
し
て
の
統
合
を
お
願
い
し
た

い
。 

 

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
距
離
も
関

係
す
る
が
、
実
際
に
家
を
出
て

か
ら
学
校
に
着
く
ま
で
の
時
間

も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。 

　
元
小
学
校
長
の
故
泉
勇
雄
さ
ん
（
丹
後
町
間
人
）

が
、「
正
六
位
」
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。 

　
泉
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年
三
月
の
京
都
府
間
人
町

実
業
青
年
学
校
助
教
諭
を
振
り
出
し
に
、
四
十
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育

実
践
を
積
み
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
昭
和
四
十
五
年
か
ら
の
九
年
間
は
校
長
と
し

て
、
教
育
に
対
す
る
誠
実
で
強
い
情
熱
と
豊
か
な
識

見
、
ま
た
豪
胆
な
人
柄
と
精
勤
で
卓
越
し
た
指
導
力

に
よ
り
、
赴
任
先
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
教
育
環
境
の

整
備
や
教
育
力
の
向
上
の
た
め
献
身
的
な
努
力
を
続

け
、
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
か
ら
の
十
七
年
間
に

わ
た
り
、
丹
後
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教
育

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
五

年
四
月
か
ら
の
八
年
間
は
丹
後
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
を
、
ま
た
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
の
十
三

年
間
は
丹
後
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
を
歴

任
。
社
会
教
育
の
振
興
や
公
正
な
選
挙
行
政
の
推
進

な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
叙
さ
れ
ま
し
た
。 

元
公
立
小
学
校
長 

　
故 

泉  

勇 

雄
さ
ん
（
丹
後
町
間
人
） 

　
　
正
六
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た 

 

元
中
学
校
長
の
故
田
中
穰
さ
ん
（
峰
山
町
鱒
留
）
が
、

「
従
六
位
　
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
田
中
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
の
京
都
府
竹

野
郡
組
合
立
間
人
中
学
校
助
教
諭
を
振
り
出
し
に
、

三
十
二
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
教
育
現
場
に
お
い
て

優
れ
た
教
育
実
践
を
積
み
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。 

 

特
に
昭
和
五
十
年
か
ら
の
八
年
間
は
校
長
と
し
て
、

教
育
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
一
心
に
学
校
教

育
に
捧
げ
、
地
道
で
実
践
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を

積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
。

そ
の
誠
実
で
温
厚
な
人
柄
か
ら
多
く
の
人
望
を
集
め

る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
進
展
に
大
い
な
る
力
を

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
校
長
退
職
後
は
、
地
域
の
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
勉
め
ら
れ
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
の
二

年
間
は
五
箇
財
産
区
管
理
会
委
員
と
し
て
自
治
会
財

産
管
理
の
た
め
尽
力
。
ま
た
昭
和
六
十
二
年
か
ら
二

年
間
、
鱒
留
区
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

元
公
立
中
学
校
長 

　
故 

田 

中  

穰
さ
ん
（
峰
山
町
鱒
留
） 

　
　
従
六
位 

瑞
宝
双
光
章
を
受
章 

　
市
で
は
、
京
丹
後
市
医
療
対
策
審
議
会
か
ら
平
成

十
八
年
三
月
に
提
出
さ
れ
た
答
申
を
踏
ま
え
、
持
続

的
に
市
立
病
院
の
経
営
改
善
等
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
同
年
十
月
か
ら
京
丹
後
市
医
療
改
革
改
善
推

進
会
議
（
笹
野
満
会
長
）
を
設
置
し
、
市
の
医
療
の

充
実
や
市
立
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
専
門
的
な

立
場
か
ら
検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
当
推
進
会
議
か
ら
、
二
年
間
の
審
議
の

総
ま
と
め
と
し
て
、「
意
見
書
」
を
ご
提
出
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
は
、
総
務
省
か

ら
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
通
知
さ
れ
、

二
つ
の
市
立
病
院
に
対
し
て
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
推
進
会
議
が
議
論
し
て
き
た
も
の
と
改
革
プ
ラ

ン
は
、
概
ね
同
じ
内
容
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
将

来
見
通
し
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

ま
ず
三
か
年
で
の
経
営
改
善
を
め
ざ
す
短
期
的
な
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
推
進
会
議
は
、
さ
ら
に
長

期
的
な
視
点
で
の
検
討
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

意
見
書
で
は
、
具
体
的
対
策
と
し
て
、「
経
営
形
態

に
つ
い
て
」
、
「
二
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
、
「
情

報
公
開
に
つ
い
て
」
、
「
救
急
医
療
に
つ
い
て
」
、
「
開

業
医
の
増
加
施
策
に
つ
い
て
」
、
「
看
護
師
の
確
保
対

策
に
つ
い
て
」
を
ご
提
案
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
病
院
経
営
の
健
全
化

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。 

久
美
浜
町 

久
美
浜
町 

弥

栄

町 

弥

栄

町 
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配
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意
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意
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を
提
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舞鶴 

京都 

昔から怖いものの格言に「地震、雷、火事、
親父」があります。火事は普段の生活の中で注
意や対策をとることである程度防ぐことが可能
です。 
しかし、地震や雷はいつその被害に遭うかわ

かりません。今回はこの雷による災害について
考えたいと思います。 

雷
は
一
般
的
に
は
夏
の
気
象
現
象
で
す
が
、

日
本
海
側
で
は
、
冬
の
季
節
風
に
と
も
な

う
降
雪
の
と
き
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
こ

の
雷
は
「
雪
お
こ
し
」
と
い
っ
た
り
、
寒

ブ
リ
の
獲
れ
る
こ
ろ
の
雷
と
い
う
意
味
で
「
ブ

リ
お
こ
し
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

丹
後
で
は
冬
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
雷

で
す
が
、
な
ぜ
冬
に
雷
が
発
生
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

  

雷
は
発
達
し
た
積
乱
雲
か
ら
発
生
し
ま
す
。

十
二
月
〜
三
月
上
旬
ご
ろ
、
日
本
海
側
で

は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
冷
た
い
季
節
風
が
日

本
海
を
渡
り
日
本
列
島
へ
と
向
か
い
ま
す
。

こ
の
と
き
日
本
海
は
、
対
馬
暖
流
の
北
上

に
よ
り
比
較
的
暖
か
く
、
水
蒸
気
の
補
給

源
と
な
っ
て
お
り
、
雲
は
移
動
し
な
が
ら

上
昇
気
流
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
海
側

の
沿
岸
に
近
づ
く
こ
ろ
に
は
積
雲
か
ら
積

乱
雲
へ
と
発
達
し
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本

海
側
の
各
地
に
降
雪
と
と
も
に
落
雷
を
も

た
ら
し
ま
す
。 

京
都
と
舞
鶴
の
落
雷
日
数
（
平
年
値
）

を
比
較
し
た
下
図
で
は
、
夏
季
は
午
後
か

ら
夕
方
に
か
け
て
発
生
が
多
く
、
内
陸
部

の
京
都
、
日
本
海
側
の
舞
鶴
と
も
に
一
年

の
う
ち
で
最
も
多
い
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
冬
季
は
対
馬
暖
流
の
影
響
で
暖

か
い
日
本
海
と
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
冷
た

い
季
節
風
に
よ
り
発
達
し
た
積
乱
雲
の
た
め
、

日
本
海
側
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

落
雷
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
天

気
予
報
な
ど
で
雷
の
発
生
し
や
す
い
気
象

状
況
を
知
る
こ
と
で
す
。
「
大
気
の
状
態
が

不
安
定
」
と
聞
い
た
日
は
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
雷
の
研
究
者
に
よ
る
と
、
一

番
危
険
な
空
間
は
屋
外
で
、
山
頂
や
屋
上

な
ど
の
高
い
所
や
、
運
動
場
な
ど
の
広
い

所
か
ら
は
早
め
に
離
れ
る
こ
と
と
、
一
般

的
に
は
、
建
物
内
や
自
動
車
の
中
な
ど
電

気
を
通
す
も
の
に
囲
ま
れ
た
空
間
に
い
れ

ば
安
全
な
の
で
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
雷
鳴
が
聞

こ
え
た
ら
、
直
ち
に
安
全
な
場
所
へ
避
難

す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

建
物
へ
与
え
る
雷
の
被
害
と
し
て
、
ま

ず
火
災
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
種
類
は

次
の
二
種
類
で
す
。
①
直
接
雷
…
建
物
や

立
木
に
直
接
落
雷
し
、
落
雷
を
受
け
た
も

の
が
燃
焼
す
る
。
②
間
接
雷
…
電
柱
な
ど

に
落
雷
し
、
そ
の
電
流
が
電
線
な
ど
を
伝

わ
り
配
線
や
電
気
製
品
を
燃
焼
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
面
に
落
雷
し
て
電
流
が
ア
ー
ス

線
を
伝
わ
り
、
配
線
や
電
気
製
品
を
燃
焼

さ
せ
る
場
合
も
含
み
ま
す
。 

 

雷
サ
ー
ジ
と
は
、
落
雷
な
ど
の
雷
現
象

で
発
生
す
る
有
害
な
過
電
圧
や
過
電
流
の

こ
と
で
す
。
ま
た
サ
ー
ジ
は
「
衝
撃
波
」

と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
雷
サ
ー
ジ
は
「
電

気
の
津
波
」
と
も
言
え
ま
す
。 

こ
の
雷
サ
ー
ジ
が
屋
内
に
引
き
込
ま
れ

て
い
る
配
電
線
を
伝
っ
て
電
気
製
品
な
ど

に
侵
入
し
、
機
器
の
弱
い
部
分
を
破
壊
し

た
り
、
火
花
を
発
生
さ
せ
火
災
な
ど
の
雷

の
被
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。 

  

家
庭
な
ど
で
雷
サ
ー
ジ
に
よ
る
電
気
製

品
な
ど
の
故
障
を
防
ぐ
た
め
に
、
雷
が
聞

こ
え
た
と
き
は
、
電
源
ケ
ー
ブ
ル
や
電
話

線
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
く
、
ま
た
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
の
、
サ
ー
ジ
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
と
い
う
コ

ン
セ
ン
ト
型
の
器
具
な
ど
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。 

        

近
年
の
屋
外
レ
ジ
ャ
ー
の
活
発
化
や
、

パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

な
ど
高
価
で
精
巧
な
製
品
の
普
及
に
よ
り
、

人
や
建
物
、
電
気
製
品
へ
の
落
雷
被
害
は

多
種
多
様
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

落
雷
は
自
然
の
産
物
で
あ
り
、
雷
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
雷
に
対
す
る
正
し
い
知
識
」
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
り
軽
減

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

み
な
さ
ん
の
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
外
出
さ
れ
る
場

合
は
事
前
に
天
気
予
報
を
調
べ
、
ま
た
建

物
や
電
気
製
品
に
は
必
要
な
対
策
を
と
っ

て
お
く
な
ど
、
普
段
か
ら
注
意
す
る
よ
う

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
十
一
月
に
入
り
、
冬
は
も
う
目
の
前
で
す
。

日
本
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
間
は

十
二
月
〜
三
月
で
す
。
み
な
さ
ん
予
防
は
さ

れ
て
い
ま
す
か
。 

　
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
違
う
病
気
で

す
。
風
邪
は
喉
や
鼻
か
ら
調
子
が
悪
く
な
り

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
急
に
三
八
度

か
ら
四
〇
度
の
高
熱
が
出
ま
す
。
気
管
支
炎

や
肺
炎
な
ど
ほ
か
の
病
気
も
呼
び
込
み
や
す

い
危
険
な
病
気
で
す
。
お
子
さ
ん
や
高
齢
者

の
か
た
な
ど
抵
抗
力
の
低
い
か
た
は
合
併
症

を
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

      

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
の

方
法
の
ひ
と
つ
が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
き
目
が
現
れ
る
ま
で

二
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
冬
を
迎
え
る
前

に
予
防
接
種
を
受
け
て
お
け
ば
効
果
的
で
す
。

最
近
で
は
、「
エ
チ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
」
と
い

う
言
葉
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

予
防
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
に
う
つ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

　
二
十
世
紀
に
何
回
も
大
流
行
し
て
い
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
過
去
に
「
ス
ペ
イ
ン
風

邪
」
と
い
わ
れ
た
大
流
行
で
、
世
界
の
人
口

の
半
数
が
か
か
り
、
二
千
万
人
以
上
が
死
亡

し
た
記
録
も
あ
り
ま
す
。
京
丹
後
市
や
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
区
か
ら
流
行
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
み
な
さ
ん
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

留
守
中
の
住
宅
に
お
い
て
、
上
空
の

雷
雲
か
ら
発
生
し
た
雷
が
、
火
災
現
場

付
近
に
落
雷
し
た
際
の
主
放
電
か
ら
分

岐
し
た
放
電
が
、
そ
の
住
宅
の
民
家
の

屋
根
に
あ
る
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
に
落
ち
、

雷
電
流
が
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
テ
レ
ビ

に
流
れ
、
テ
レ
ビ
か
ら
出
火
し
た
。 

架
空
配
線
に
落
ち
た
雷
の
異
常
電
圧

が
、
屋
内
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
配
電

線
に
進
入
し
、
さ
ら
に
保
温
状
態
で
通

電
さ
れ
て
い
た
電
気
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
コ

ー
ド
に
進
入
し
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
ヒ
ー

タ
ー
部
分
に
火
花
を
発
生
さ
せ
、
被
覆

の
は
が
れ
た
部
分
が
赤
熱
状
態
と
な
り
、

こ
の
熱
が
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
下
に
敷
か
れ

て
い
た
布
巾
に
伝
導
着
火
し
た
。 

火災・救急・救助 

119 119 

たんごの風　３8号 

消
防
の
広
場
 

消
防
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広
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煙体験ハウスで煙の恐ろしさを体験 

訓練で土のうづくりを行う 
　　　　　是安自治区自主防災会のみなさん 

交
通
安
全
啓
発
ブ
ー
ス
で
交
通
安
全
標
語
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
た
風
船
を
配
布 

「煙体験ハウス」を整備 「煙体験ハウス」を整備 「煙体験ハウス」を整備 

 

市
消
防
本
部
で
は
、
財
団
法
人
日
本
防

火
協
会
の
助
成
を
受
け
、
防
火
防
災
訓
練

用
資
器
材
（
煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
ス
モ
ー
ク

マ
シ
ン
）
を
購
入
・
整
備
し
ま
し
た
。 

  

　
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
る
か
た
の
多
く
は
、

煙
に
巻
か
れ
て
亡
く
な
る
こ
と
が
多
く
、

こ
の
煙
体
験
ハ
ウ
ス
で
は
人
体
に
無
害
な

煙
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
煙

の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
避
難
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

九
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
与
謝

野
町
・
京
丹
後
市
女
性
消
防
団
交
流
会
」

で
訓
練
体
験
し
た
女
性
団
員
か
ら
は
「
煙

の
中
で
は
思
っ
た
以
上
に
周
囲
が
見
え
に

く
か
っ
た
」、「
多
く
の
人
に
こ
の
訓
練
体

験
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
市
消
防
本
部
で
は
、
今
後
、
機
会
を
と

ら
え
て
で
き
る
限
り
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
体
験
い

た
だ
き
、
一
層
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
促
進
と
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
公
民
館
な
ど
地
域
や
団
体
の
活
動
で
も

「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
消
防
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
の
購
入
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る

宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

民
間
防
火
組
織
な
ど
の
育
成
強
化
を
図

る
た
め
の
助
成
を
行
い
、
災
害
に
強
い

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

京丹後市消防本部（蕁 62-0119） 
お問い合わせ先 

 

大
地
震
な
ど
の
大
災
害
で
は
、多
く
の
家

屋
の
倒
壊
や
火
災
が
同
時
に
発
生
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
道
路

冠
水
が
多
発
す
る
と
、
消
防
団
や
消
防
署

な
ど
の
防
災
活
動
が
間
に
合
わ
な
い
場
合

が
で
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
備

え
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
連
帯
感
の
も
と
に
、
自
主

的
に
結
成
さ
れ
た
の
が
「
自
主
防
災
組
織
」

で
す
。 

 

自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
消
防
団
と
連
携
し
た
防
災
活

動
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自

由
な
か
た
な
ど
の
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。
地
域
防
災
に
お
い
て
と
て
も

大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
各
区
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。 

   

市
内
に
は
、
現
在
六
十
五
の
自
主
防
災

組
織
が
結
成
・
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
活

動
を
行
う
う
え
で
必
要
な
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
担
架
な
ど
の
資
機
材
を
自
主
防
災
組
織

が
購
入
す
る
際
、
市
で
は
、
経
費
の
二
分

の
一
（
最
高
額
で
八
万
円
）
を
補
助
す
る

制
度
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
金

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
組
織
の
会

則
を
定
め
る
と
と
も
に
、
役
員
や
活
動
内

容
を
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

組
織
の
結
成
に
向
け
た
ご
相
談
な
ど
は
、

総
務
課
（
蕁
六
九
ー
〇
一
四
〇
）
ま
た
は

各
市
民
局
市
民
福
祉
課
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

 

十
一
月
九
日
〜

十
五
日
は
、
全
国
で

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
や
地
域
で
防
火
・

防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。 

国道482号弥栄町芋野交差点付近の案山子 
12体がさまざまな表情で通過する自動車な 
どの交通マナーを見ています 

国道482号弥栄町芋野交差点付近の案山子 
12体がさまざまな表情で通過する自動車な 
どの交通マナーを見ています 

案
山
子
が
現
れ
る

案
山
子
が
現
れ
る「
弥
栄
町
吉
野
小
学
校
区
」

「
弥
栄
町
吉
野
小
学
校
区
」 

案
山
子
が
現
れ
る「
弥
栄
町
吉
野
小
学
校
区
」 

　
京
丹
後
市
の
交
通
死
亡
事
故
は
、
平
成
二
十
年
十
月

末
現
在
で
六
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
の
一

年
間
の
交
通
死
亡
事
故
は
七
件
発
生
し
て
お
り
、
依
然

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
近
年
の
交
通
事
故
は
、
高
齢
者
の
か
た
が
運

転
さ
れ
相
手
に
け
が
を
負
わ
せ
る
事
故
が
増
え
て
お
り
、

事
故
の
特
徴
と
し
て
、
高
齢
者
の
か
た
の
歩
行
中
の
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
高
齢
者
の
か
た
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
教
室
を
行
う
と
と
も
に
、
市
内
の
交

通
安
全
施
設
の
再
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
見
守

り
隊
」
の
み
な
さ
ん
な
ど
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
京
丹
後
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
活
動

の
一
部
と
、
弥
栄
町
吉
野
小
学
校
区
の
地
域
の
み
な
さ

ん
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
人

ひ
と
り
が
「
交
通
安
全
は
自
分
が
主
役
」
で
あ
る
こ
と

の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
き
、
京
丹
後
市
か
ら

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
弥
栄
町
の
国
道
四
八
二
号

　
　
も
交
通
量
が
増
え
て
き
ま
す
。
近
年
、
市
内
で
も
交
通

死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
吉
野
小
学
校

区
の
福
祉
委
員
の
み
な
さ
ん
と
子
供
会
の
み
な
さ
ん
が
、
子

ど
も
や
高
齢
者
の
か
た
な
ど
の
交
通
弱
者
を
い
た
わ
る
心
を

持
っ
て
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
運
転
し
、
秋
の
丹
後
路
を

安
全
に
楽
し
く
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
思
い
を

込
め
て
、
交
通
安
全
の
た
す
き
を
か
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
案
山

子
十
二
体
を
作
製
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吉
野
小
学
校
区
の
み
な
さ
ん
の
交
通
安
全
に
対
す
る
熱
い

気
持
ち
が
こ
も
っ
た
案
山
子
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
市
内
の
交
通
事
故
の
防
止
と

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
十
日
間
、
「
平
成

二
十
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
同

運
動
の
一
環
と
し
て
、
初
日
に

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
で
行
わ
れ

た
「
第
七
回
ち
り
め
ん
丹
後
夢

よ
さ
こ
い
」
の
会
場
で
、
「
秋

の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

（
主
催
・
京
丹
後
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
）
を
行
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
約
二
百
人
の
親
子

連
れ
な
ど
が
参
加
し
、
交
通
安

全
教
室
や
交
通
安
全
ク
イ
ズ
を

は
じ
め
、
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ

ズ
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
教
室
の
自
転
車
運

転
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際
に
自

転
車
で
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
な
ど

を
し
て
自
転
車
の
安
全
走
行
に

つ
い
て
の
体
験
学
習
を
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
ブ
ー
ス
で
多
く
の

み
な
さ
ん
に
交
通
事
故
の
撲
滅

を
訴
え
ま
し
た
。 

　
　 

  

　 

 

自転車でスラローム走行を 
することの危険性を体験 
自転車でスラローム走行を 
することの危険性を体験 

秋 秋 秋 

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

〜
交
通
安
全
の
取
り
組
み
〜

〜
交
通
安
全
の
取
り
組
み
〜 

〜
交
通
安
全
の
取
り
組
み
〜 

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す 

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す 

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す 

地域の防災訓練などで 
ご利用いただけますご利用いただけます 
地域の防災訓練などで 
ご利用いただけます 

火災時の 
　煙を体験できる 

地
域
地
域
の
安
全
安
全
、地
域
地
域
の
力
で 

地
域
地
域
の
安
全
安
全
、地
域
地
域
の
力
で 

地
域
の
安
全
、地
域
の
力
で 

市
内
で
六
十
五
組
織
が
活
動

市
内
で
六
十
五
組
織
が
活
動 

市
内
で
六
十
五
組
織
が
活
動

市
内
で
六
十
五
組
織
が
活
動 

市
内
で
六
十
五
組
織
が
活
動 

地 域 
防 災 

「
秋
の
交
通
安
全 

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 
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◎場　　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎上映日時…来春上映予定 

◎場　所…京都府丹後文化会館 （峰山町杉谷） 
◎公演日…平成21年1月17日（土） 
◎時　間…18：30開演（18：00開場） 
◎入場料…一律 4,000円 （当日4,500円） 
　（全席指定）※未就学児の入場はご遠慮ください 
※前売券は各プレイガイドで11月10日（月）から発売予定 
◎主　催…京丹後市 ・（財）京都府丹後文化事業団 

　お互いを認め合うことや思いやりの気持ちの大切さなど、人権の尊重に

ついてお考えいただく 「人権啓発映画会」 を開催します。 

 上映作品は、 『ディア フレンズ』 （原作：Yoshi　監督：両沢和幸　主演： 

北川景子・本仮屋ユイカ）です。 ご家族、お友だちをお誘いのうえ、ぜひご来

場ください。 

主　催　京丹後市 
協　力　京丹後市教育委員会 
　　　　京丹後市人権啓発推進協議会 
お問い合わせ先 
　　　　市民課（蕁 69-0210） 

『ディア フレンズ』 
　ケータイ小説ブームをつくった「Deep Love」で、女子中高生のカリスマ
となった人気作家・Yoshiの原作による青春ドラマ。利用価値でしか人間関
係を図ることのできなかった自己中心的なヒロインが、がんを告知された
ことで人間の弱さや無償の愛、そして友情の意味に目を向けてゆく。主演
は「ワイルド・スピード×３ TOKYO DRIFT」でハリウッドデビューを果
たした北川景子。がん治療で心身ともにボロボロとなってゆくヒロインを
熱演した。共演にはテレビ小説「ファイト」の本仮屋ユイカ、「仮面ライダ
ー THE  FIRST」の黄川田将也。 

定員を超えた場合、入場をお断りすることがあります。 

1.  にぎわいのふるさと応援事業 
2.  環境のふるさと応援事業 
3.  健康と福祉のふるさと応援事業 
4.  未来を拓く子どもを育むふるさと応援事業 
5.  市民協働と生涯学習のふるさと応援事業 
6.  安心のふるさと応援事業 

1.  にぎわいのふるさと応援事業 
2.  環境のふるさと応援事業 
3.  健康と福祉のふるさと応援事業 
4.  未来を拓く子どもを育むふるさと応援事業 
5.  市民協働と生涯学習のふるさと応援事業 
6.  安心のふるさと応援事業 

詳しくは、市のホームページ
(http://www.city.kyotango.kyoto.jp/shisei/ 
furusato/furusatonozei/main.html)をご覧い
ただくか、企画推進課（蕁69-0120）へお問い
合わせください。 

　寄付金のお申し出をいただく際には、“ふ
るさと京丹後”を元気にするための次の「ふ
るさと応援事業」の中から、特に応援し
たい事業をご指定いただくことができます。 

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
？

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
？ 

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
？

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
？ 

ふ
る
さ
と
納
税
っ
て
？ 

　
今
回
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
京
丹
後
ふ

る
さ
と
応
援
団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
は
、
市

外
在
住
の
か
た
に
、
京
丹
後
市
を
応
援
し

て
い
た
だ
く
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
現
在
約
三
百
人
の
団
員
に
ご
登

録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
寄
付

金
に
よ
り
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
い
た
だ

く
ひ
と
つ
の
手
法
と
い
え
ま
す
。 

 

市
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
本
市
を
応
援
い
た
だ
け
る
か
た
と
の

つ
な
が
り
を
維
持
し
、
継
続
し
て
応
援
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
五
千
円
以
上
の
寄
付

を
い
た
だ
い
た
市
外
在
住
の
か
た
は
、
入

団
費
無
料
で
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
」

に
一
年
間
ご
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う
制
度

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ご
家
族
や
ご
親
戚
な
ど
、
市
外
在
住
の

お
知
り
合
い
の
か
た
に
、
「
ふ
る
さ
と
京

丹
後
」
の
応
援
に
ご
参
加
い
た
だ
く
よ
う
、

ぜ
ひ
お
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
ふ
る
さ
と
を

応
援
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、

と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
納
税
者
が
、
任
意

の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
寄
付
を
行
っ

た
場
合
に
、
本
来
自
分
が
住
ん
で
い
る
自

治
体
に
納
め
る
べ
き
税
金
か
ら
、
寄
付
金

控
除
（
上
限
が
あ
り
ま
す
）
を
受
け
ら
れ

る
寄
付
金
税
制
の
通
称
で
す
。 

　京丹後文化のまちづくり実行委実行委員会では、貞松・浜田
バレエ団特別公演団特別公演「くるみ割り人形人形」を次のとおり開催開催し
ます。 
　「くるみ割り人形人形」は、クリスマスの時期時期の風物詩風物詩とし
て世界中で愛されているバレエで、お子さんから大人まで、
また初めてバレエを見るかたにも、楽しんでいただける内
容となっています。 
　チケットは丹後文化会館丹後文化会館をはじめ、各プレイガイドで発
売中ですので、ぜひお買い求めの上ご鑑賞鑑賞ください。 

　京丹後文化のまちづくり実行委員会では、貞松・浜田
バレエ団特別公演「くるみ割り人形」を開催します。 
　「くるみ割り人形」は、クリスマスの時期の風物詩とし
て世界中で愛されているバレエで、お子さんから大人のか
たまで、また初めてバレエを見るかたにも、楽しんでいただ
ける内容となっています。 
　チケットは丹後文化会館をはじめ、各プレイガイドで発
売中ですので、ぜひお買い求めのうえご鑑賞ください。 

日　時 12月 7日（日） 
開場14：30 開演15：00 
　　　　　（終演予定17：15） 

場　所 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 

入場料 （全席自由／税込み） 
一般　　　　　3,000円 
高校生以下　　1,000円 
※当日各500円増 
※未就学児のかたの入場はご遠慮ください。 

出演者 クララ：安原 梨乃さん 
くるみ割り人形：弓場 亮太さん 
お伽の国の女王：廣岡 奈美さん 
お伽の国の王：アンドリュー・エルフィンストンさん 
ロッセルマイヤー：貞松 正一郎さん 
　　　　　　　　　　ほかバレエ団総出演 

演　目 「くるみ割り人形」お伽の国バージョン 
　　　　　　　　　　　　【全2幕8場】 

お問い合わせ先 京都府丹後文化会館（蕁62-5200） 

京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ先  蕁 62-5200

入場無料！ 
（先着順230席） 

日 時 日 時 

場 所 場 所 

12月13日（土）18：00～（開場17：00～） 

アグリセンター大宮（大宮町口大野） 

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
通
信 

⑤ 

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で 

　
京
丹
後
の
応
援
を 

ふるさと京丹後を応援してください 

1/17（土） 

丹後映画大好き劇場NO.17桂三枝の笑ウインドウツアー2009
～創作落語独演会スペシャル～ 「まぼろしの邪馬台国」 

京都府地域における舞台芸術振興・次世代体験推進事業 貞松・浜田バレエ団特別公演 貞松・浜田バレエ団特別公演 貞松・浜田バレエ団特別公演 
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整 備 率…計画人口のうち下水道の利用が可能な人の割合【整備人口÷計画人口】 
水洗化率…整備人口のうち実際に下水道に接続した人の割合【接続人口÷整備人口】 

0

20

40

60

80

100

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
下水道に接続できる人数 

下水道に接続している人数 
水洗化率 

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

24,509人 24,509人 25,242人 
27,118人 28,541人 

32,790人 

14,583人 14,315人 
13,007人 

11,434人 
9,563人 

39.0%

45.3% 48.0% 50.2%
44.5%

（人） 
（％） 

 

平成15年度 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

計画人口 

44,311人 

56,367人 

55,622人 

56,521人 

59,623人 

整備人口 

24,509人 

25,242人 

27,118人 

28,541人 

32,790人 

整備率 

55.3％ 

44.8％ 

48.8％ 

50.5％ 

55.0％ 

9,568人 

11,434人 

13,007人 

14,315人 

14,583人 

接続人口 
39.0％ 

45.3％ 

48.0％ 

50.2％ 

44.5％ 

水洗化率 

下水道整備人口と接続人口・水洗化率 下水道整備人口と接続人口・水洗化率 下水道整備人口と接続人口・水洗化率 

水洗化されると、水路や河川などに汚水が 
直接流れることがなく、環境にやさしく衛生的です 

京丹後市上下水道部下水道課（蕁69-0550・FAX72-3602） 

　
市
で
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
対
し
、
市
民
生
活
を
守

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
再
生
・
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を

緊
急
的
に
行
う
た
め
、
昨
年
六
月
に
「
京
丹
後
市
地
域
経
済
再

生
・
支
援
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
。
建
設
業
や
織
物
業
の
経
営

革
新
支
援
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
既
存
住
宅
の

水
洗
化
の
促
進
支
援
を
目
的
に
、
既
存
住
宅
の
排
水
設
備
工
事
を

行
う
か
た
に
最
高
三
万
円
の
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
予
算
総
額
は
千
二
百
万
円
で
、
今
年
の
四
月
以
降
に
下

水
道
に
接
続
し
た
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

「下水道接続」に関するお問い合わせ先 

Eメールアドレス　gesuidou@city.kyotango.kyoto. jp

こ 

今 

下 

市 

下 

      

　 

 

 

の
制
度
で
は
、
公
共
下
水

道
、
集
落
排
水
事
業
の
供

用
開
始
区
域
の
か
た
お
よ
び
浄
化

槽
市
町
村
整
備
事
業
の
対
象
区
域

内
の
か
た
が
対
象
。
既
存
住
宅
を

新
規
に
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め

に
、
市
内
に
本
店
ま
た
は
本
社
を

置
く
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
を

利
用
し
て
既
存
住
宅
を
水
洗
化
す

る
場
合
に
、
最
高
で
三
万
円
の
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
店
舗
併
用
住
宅
で
あ
っ
て
も
、

店
舗
の
床
面
積
が
総
床
面
積
の
二

分
の
一
未
満
の
場
合
は
、
こ
の
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

既
に
下
水
道
な
ど
に
接
続
さ
れ
て

い
る
建
物
で
排
水
設
備
を
増
設
さ

れ
る
場
合
や
、
新
規
接
続
で
あ
っ

て
も
新
築
の
建
物
な
ど
、
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

 

補
助
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
排
水
設
備
工
事
の
完
了

検
査
を
受
け
合
格
し
た
後
、
申
請

書
に
住
宅
所
有
者
と
そ
の
世
帯
員

の
住
民
票
、
工
事
費
支
払
領
収
書

（
工
事
明
細
の
わ
か
る
も
の
）、
工

事
完
成
写
真
を
添
え
て
、
市
役
所

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

    

 

回
の
制
度
創
設
に
あ
た
っ

て
は
、
平
成
十
九
年
八
月

に
市
上
下
水
道
審
議
会
に
対
し
て
、

「
下
水
道
へ
の
加
入
促
進
の
方
法

の
一
つ
と
し
て
水
洗
化
工
事
に
係

る
費
用
負
担
軽
減
の
た
め
の
助
成

制
度
の
創
設
」
に
つ
い
て
諮
問
し

ま
し
た
。
同
年
十
一
月
二
十
二
日

に
「
諮
問
の
あ
っ
た
助
成
制
度
の

創
設
に
よ
り
水
洗
化
の
促
進
が
期

待
さ
れ
る
」
と
の
答
申
を
得
た
こ

と
か
ら
、
水
洗
化
の
促
進
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
制
度

を
創
設
し
た
も
の
で
す
。 

   

水
道
は
「
汚
水
を
た
め

る
こ
と
な
く
流
せ
る
」

と
い
う
働
き
が
あ
り
ま
す
。
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
水
路
や
河

川
な
ど
に
汚
水
が
直
接
流
れ
ず
、

害
虫
の
発
生
や
伝
染
病
を
防
ぐ
こ

と
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
下
水

道
が
な
い
場
合
、
台
所
や
風
呂
場

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
細
か
い
ご

み
な
ど
は
、
水
路
の
底
な
ど
に
た

ま
っ
て
腐
敗
し
水
質
を
悪
化
さ
せ

る
原
因
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る

と
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
が
可
能
に

な
り
、
便
槽
が
必
要
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
汲
み
取
り
の
必
要
が
な

く
衛
生
的
で
す
。 

  

 

で
は
、
平
成
十
八
年
九
月

に
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
水
洗
化

計
画
」
に
基
づ
き
下
水
道
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
三
十
七
年
度

の
全
市
水
洗
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
同
計
画
で
は
、
建
設
費
や
施

設
の
維
持
管
理
の
経
済
性
を
考
慮

す
る
な
ど
し
て
、
下
水
道
や
集
落

排
水
施
設
に
よ
る
「
集
合
処
理
区

域
」
と
、
浄
化
槽
設
置
に
よ
る
「
個

別
処
理
区
域
」
に
分
け
て
水
洗
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
十
九
年
度
末
で
、
計
画
人

口
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
か
た

が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
を
示
す
「
整
備
率
」
は

五
五
・
〇
㌫
。
下
水
道
を
利
用
で

き
る
か
た
の
う
ち
、
実
際
に
下
水

道
に
接
続
し
て
い
る
か
た
の
割
合

を
示
す
「
水
洗
化
率
」
は
四
四
・

五
㌫
で
す
。
整
備
率
は
、
府
内
で

も
下
位
に
位
置
し
、
近
隣
市
町
の

中
で
も
二
番
目
に
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

   

水
道
事
業
は
、
「
公
共
下

水
道
・
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
」、「
集
落
排
水
事

業
（
農
業
・
漁
業
）
」
、
「
浄
化
槽

市
町
村
整
備
推
進
事
業
」
が
あ
り
、

い
ず
れ
の
事
業
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特

別
会
計
で
、
独
立
採
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
計

画
人
口
の
う
ち
半
数
は
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
際
に
接
続
さ
れ
て

い
る
の
は
、
整
備
人
口
の
半
分
に

も
満
た
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
水
洗
化
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
た
め
、
使
用
料
収
入
も
な

か
な
か
増
加
し
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
事
業

と
も
施
設
の
維
持
管
理
費
・
下
水

処
理
費
用
を
使
用
料
収
入
で
ま
か

な
う
こ
と
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
下
水
道
工
事
の
費
用
は
、

国
の
補
助
金
と
起
債
（
借
金
）
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
起
債
の
償

還
（
返
済
）
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
に
接
続
さ
れ
た
か
た
に
負
担
い

た
だ
く
「
受
益
者
分
担
金
」
と
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
充
て
て

い
ま
す
。
受
益
者
分
担
金
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
に
接
続
さ
れ
た
か

た
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

り
、
接
続
さ
れ
る
か
た
が
少
な
い

と
、
起
債
の
償
還
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
厳
し
い
財

政
状
況
に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
多

く
の
繰
入
金
は
見
込
め
ま
せ
ん
。 

 

独
立
採
算
を
成
り
立
た
た
せ
起

債
の
償
還
を
確
実
に
行
う
た
め
に

は
、
多
く
の
か
た
に
下
水
道
に
接

続
し
て
い
た
だ
く
し
か
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
供
用
開
始
区
域
に
お

住
ま
い
の
か
た
で
、
未
接
続
の
か

た
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
接
続
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

市
内
業
者
利
用
が
条
件

市
内
業
者
利
用
が
条
件 

市
内
業
者
利
用
が
条
件

市
内
業
者
利
用
が
条
件 

市
内
業
者
利
用
が
条
件 

排
水
設
備
工
事
に
補
助
金

排
水
設
備
工
事
に
補
助
金 
排
水
設
備
工
事
に
補
助
金 

今年４月以降の 
下水道接続が対象 

水
洗
化
促
進
に
期
待

水
洗
化
促
進
に
期
待 
水
洗
化
促
進
に
期
待

水
洗
化
促
進
に
期
待 
水
洗
化
促
進
に
期
待 

水
洗
化
で
衛
生
的
に

水
洗
化
で
衛
生
的
に 

水
洗
化
で
衛
生
的
に

水
洗
化
で
衛
生
的
に 

水
洗
化
で
衛
生
的
に 

水
洗
化
率
は

水
洗
化
率
は
44
・
５
％
５
％ 

水
洗
化
率
は

水
洗
化
率
は
44
・
５
％
５
％ 

水
洗
化
率
は
44
・
５
％ 

多
く
の
か
た
の
接
続
を

多
く
の
か
た
の
接
続
を 

多
く
の
か
た
の
接
続
を

多
く
の
か
た
の
接
続
を 

多
く
の
か
た
の
接
続
を 
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平均値 
2.95

◆調査期間…平成20年6月27日～7月15日 
◆調査方法…郵送によるアンケート（無記名方式） 
◆調査事業…37事業（京丹後市総合計画における37の計画項目の

中から、項目ごとにそれぞれ1事業ずつを選出） 
◆調査対象…無作為抽出の高校生以上の市民のみなさん3,200人 
 　　　　　（有効回答者数は1,040人、回収率は32.50％） 
◆調査内容…アンケートでは、37事業に対する個別の「必要性の

度合い」および「使った金額の度合い」を調査しま
した。 

非常に必要…………４ポイント 
必要である…………３ポイント 
あまり必要でない…２ポイント 
必要でない…………１ポイント 
わからない…………０ポイント 

必要性の度合い 必要性の度合い 必要性の度合い 

もっと使うべき……４ポイント 
ちょうどよい………３ポイント 
使いすぎ……………２ポイント 
税金を使う必要なし…１ポイント 
わからない…………０ポイント 

平均値 
2.78

【回答の選択肢】 【回答の選択肢】 【回答の選択肢】 

使った金額の度合い 使った金額の度合い 使った金額の度合い 

2.0 2.5 3.0 3.5
2.0

2.5

3.0

3.5

必要性の度合い 必要性の度合い 

使
っ
た
金
額
の
度
合
い 

使
っ
た
金
額
の
度
合
い 

国際交流の推進 

文化芸術事業の支援 

京丹後ふるさと応援団の創設 

海業（うみぎょう）の推進 
経営安定利子補給金の交付 

丹後周遊ボンネトバスの運行 
京丹後ブランドチャレンジショップの開設 

老人クラブ活動の支援 

成人式の開催 

市民総合体育大会の開催 

文化財保護の重要性の啓発 

集会施設の整備 

地域まちづくり協議会の運営 

男女共同参画の推進 

網野都市公園等の管理 

市営住宅と周辺道路の整備 

市営駐車場の管理 

地域情報交流サイトの構築 

住民参加型市場公募債の発行 

河川等の改修 放置竹林の拡大防止 

環境保全活動の支援 

新エネルギー活用の実証研究 

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）の
収
集
運
搬 

リサイクルの推進 

母子の健康支援 

母子・父子家庭の医療費の助成 

休日の救急患者の診察 

自殺予防の対策 

障害者の就労支援 

放課後児童クラブの運営 
スクールサポーターの配置 

無料法律相談の開設 

道路の新設・改良 

浄化槽設置の補助 

交通安全施設の管理・整備 

自主防災組織の支援 

も
っ
と
使
う
べ
き 

あまり必要でない 非常に必要 

使
い
す
ぎ 

      

　「
必
要
性
の
度
合
い
」
の
調
査
で

は
、「
休
日
の
救
急
患
者
の
診
療
」、

「
母
子
の
健
康
支
援
」
と
い
っ
た
、

医
療
体
制
・
制
度
に
関
す
る
事
業

の
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
充
実
し
た
医
療
環
境
の

中
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
た
め
の
健
康
支
援
を
市
民

の
み
な
さ
ん
が
特
に
望
ん
で
い
る 

 

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

一
方
で
、「
国
際
交
流
の
推
進
」、

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
創

設
」
と
い
っ
た
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

が
低
く
な
り
ま
し
た
。
「
国
際
交

流
」
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
以
外

の
国
と
の
交
流
も
」
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

事
業
は
、
直
接
市
民
生
活
上
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
も
の
で
は

な
い
た
め
、
市
の
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
で
は
優
先
さ
れ
に
く
い
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

性
別
に
み
て
、
特
徴
的
な
こ
と

は
、
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

に
つ
い
て
女
性
の
ポ
イ
ン
ト
が
低

か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
社
会
参
加
に
対
す
る
女
性
へ

の
啓
発
な
ど
が
今
後
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
地
域
別
に
み
た
特
徴
は
、
「
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
」
が
弥
栄
町
で

は
調
査
項
目
中
三
番
目
と
高
く
、

他
町
と
比
較
し
て
も
高
い
結
果
と

な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
弥

栄
町
内
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
の
ご
み

の
分
別
指
導
が
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

     

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の

調
査
に
お
い
て
も
、
「
必
要
性
の

度
合
い
」
の
調
査
で
ポ
イ
ン
ト
の

高
か
っ
た
「
休
日
の
救
急
患
者
の

診
療
」、「
母
子
の
健
康
支
援
」、「
交

通
安
全
施
設
の
管
理
・
整
備
」
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
が
同
じ
よ
う
に
高

く
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
「
必

要
で
あ
り
、
税
金
を
も
っ
と
使
う

べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
で

は
、「
障
害
者
の
就
労
支
援
」、「
自

主
防
災
組
織
へ
の
支
援
」
の
ポ
イ

ン
ト
も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
障
害
の
あ
る
か
た
の

就
労
に
よ
る
自
立
支
援
、
災
害
に

対
す
る
地
域
住
民
の
自
主
的
活
動

の
支
援
と
い
っ
た
内
容
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
自
主
・
自
立
に
向

け
た
事
業
に
対
し
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
は
よ
り
税
金
を
使
う
こ
と

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

ま
す
。 

 

一
方
、
ポ
イ
ン
ト
の
低
か
っ
た

事
業
は
、
「
必
要
性
の
度
合
い
」

の
調
査
で
も
ポ
イ
ン
ト
の
低
か
っ

た
「
国
際
交
流
の
推
進
」
な
ど
で

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
か
た
が
あ
ま
り
必
要
で
は

な
く
税
金
も
使
い
過
ぎ
と
感
じ
て

い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
「
網
野
都
市
公
園
等
の
管
理
」、

「
地
域
情
報
交
流
サ
イ
ト
の
構
築
」

の
ポ
イ
ン
ト
が
低
く
、
こ
れ
ら
に

対
し
て
は
、
「
利
用
で
き
な
い
」
、

「
一
部
の
人
の
た
め
だ
け
の
も
の
」

と
い
っ
た
ご
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
利
用
者
数
に
対
し
て
税
金

を
使
い
過
ぎ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
か
た
が
少
な
く
な
い
と
推
測
さ

れ
ま
す
。 

 

年
齢
別
の
特
徴
は
、
「
環
境
保

全
活
動
の
支
援
」、「
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
の
実
証
研
究
」
の
ポ
イ
ン

ト
が
十
九
歳
以
下
の
世
代
に
お
い

て
調
査
項
目
中
三
、
四
番
目
と
高

く
、
ま
た
ほ
か
の
世
代
と
比
べ
て

も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
未

来
を
担
う
高
校
生
な
ど
が
環
境
問

題
に
対
す
る
関
心
を
強
く
持
ち
、

環
境
保
全
活
動
に
対
し
も
っ
と
税

金
を
使
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ

と
が
み
て
取
れ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

  

　
市
で
は
、行
政
運
営
を
進
め
る
中
で「
事
務
事
業
評
価
制
度
」を
導
入
し
、市
が
行
っ
て
い
る
仕
事（
事
務
・
事
業
）

に
つ
い
て
、そ
の
実
施
内
容
を
評
価
・
検
証
し
、改
善
や
見
直
し
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
事
務
事
業
評
価
に
お
い
て
、
貴
重
な
評
価
資
料
と
な
る
も
の
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の「
満
足
度
」で
す
。税

金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
か
ら
、市
の
仕
事
の「
必
要
性
の
度
合
い
」と「
使
っ
た

金
額
の
度
合
い
」を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

事
務
事
業
評
価
に
反
映
す
る
こ
と
で
、

よ
り
満
足
度
の
高
い
市
政
運
営
を
め
ざ

す
た
め
、
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

市
の
仕
事
「
満
足
度
」
調
査
を
実
施
。
こ

の
度
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

縦 

軸 

（
使
っ
た
お
金
の
度
合
い
）の
上
に
あ
る
ほ
ど
「
も
っ
と
使
う
べ
き
」
、下
に
あ
る
ほ
ど
「
使
い
す
ぎ
」 

横 軸 （必要性の度合い）の右にあるほど「非常に必要」、左にあるほど「あまり必要でない」 

結
果
ま
と
ま
る

結
果
ま
と
ま
る 

結
果
ま
と
ま
る

結
果
ま
と
ま
る 

結
果
ま
と
ま
る 

「
必
要
性
の
度
合
い
」

「
必
要
性
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
必
要
性
の
度
合
い
」

「
必
要
性
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
必
要
性
の
度
合
い
」の 

分
析（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」の 

分
析（
要
旨
） 

「必要性の度合い」・「使った金額の度合い」散布図 「必要性の度合い」・「使った金額の度合い」散布図 

アンケートの概要 アンケートの概要 アンケートの概要 〜
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
か
ら
市
の
仕
事
を
評
価
〜 

市
の
仕
事
「
満
足
度
」
調
査 
市
の
仕
事
「
満
足
度
」
調
査 
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31 30

毎日8％ 

時々65％ 

なし27％ 
ない38％ 

ある62％ 

つまずくことがありますか 転倒への不安がありますか 

筋肉や関節をしなやかにする運動です。ゆっくりと呼吸に合わせて行います。息を吐きながらゆっくりと体を伸ばし、 
そのまま10～15秒保ちましょう。それぞれの動きを５～10回程度にし、少しずつ増やしましょう。 

印が伸ばしている筋肉です。 

印が伸ばしている筋肉です。 

ストレッチで体をほぐしたら、体を支える筋肉を補強する運動をしましょう。動かしている筋肉を意識せず、痛みのある 
ときは無理せずできる範囲で行うか、中止しましょう。それぞれの動きを５～10回程度にして、少しずつ増やしましょう。 

・両手を組み、ゆっ 
　くり頭の上へ。 
・脇をゆっくり伸 
　ばすように背伸 
　びをしましょう。 
・余裕があれば、 
　手の平を返して 
　みましょう。 

・片側に首をゆっ 
　くり倒していき 
　ます。 
・手を軽く頭に添　 
　えてゆっくりと 
　気持ちよいとこ 
　ろまで。 
・左右それぞれ行 
　います。 

・片方の足を伸ばし 
　てかかとをつき、 
　つま先を持ち上げ 
　ます。 
・猫背にならないよ 
　うに腰から上体を 
　前に倒します。 
・ももの裏側をゆっ 
　くり気持ちよく伸 
　ばします。 

・椅子に横向きに座り、 
　片方の足の甲が地面を 
　するように後ろに伸ば 
　します。 

・息を吸いながら 
　両肩をグッとあ 
　げる。 
・息を吐きながら 
　ストンと肩を下 
　げる。 

・両肩をゆっくり 
　前から後へまわ 
　します。 
・反対に後方から 
　前へまわします。 
・背中の肩甲骨を 
　動かしましょう。 

・前に伸ばした腕を 
　反対の腕で胸に引 
　きよせます。 
・伸ばした腕の肩を 
　気持ちよく伸ばし 
　ます。 
・左右それぞれ行い 
　ます。 

・息を吐きながら体を横に 
　倒しましょう。 
・ひじから脇にかけて気持 
　ちよく伸ばしましょう。 
・左右とも行います。 

・両手を組んで前 
　へ伸ばす。 
・おへそを見るよ 
　うにして背中を 
　丸めます。 

・両手を背中で組 
　みます。 
・組んだ手を下へ 
　引っぱって胸を 
　張ります。 

・横になって片方の足を後ろへ 
　曲げます。 
・ももの前側を気持ちよく 
　伸ばします。 

〔床の場合〕 
〔床の場合〕 

〔いすの場合〕 

〔いすの場合〕 

左右の肩甲 
骨をくっつ 
けるように。 

肩甲骨の周 
囲筋をほぐ 
します。 

丸める 
胸を張る 

・反対につま先を 
　あげてかかとで 
　立ちます。お尻 
　は突き出さない。 
・ひざから下の筋 
　肉をきたえます。 

・後ろのいすに座るつも 
　りで1､2､3､4とおしり 
　をゆっくり下げる。 
・かかとに体重をかけて 
　膝がつま先より前へ出 
　ないようにします。 
・ゆっくりと1､2､3､4と 
　立ち上がります。 

・いすの背もたれに手を 
　置いて、体を支えて立 
　ちます。 
・つま先は正面を向けま 
　す。 
・ゆっくりと片足を横に 
　開いていき、元に戻し 
　ます。 
・足を開く時に息を吐く 
　ようにします。 

・片方のももを水平にして、4 
　秒保つ。 
・さらにももを上げて2秒保つ。 
・体を後ろに倒さないでゆっ 
　くり動かしましょう。 

・両膝で柔らかいボールなどを挟みます。 
・息を吐きながら、ボールをつぶしてい 
　くように力を加えます。 
・ボールをつぶしながら、お尻を 
　しめるとさらに効果的。 
・5秒くらい保ちましょう。 
・骨盤底筋をきたえます。 

・あお向けに寝て、膝を 
　ほぼ直角に曲げます。 
　ももに手を置いたま 
　ま、おへそを見るよう 
　にして頭と上体を持ち 
　上げます。ゆっくりと 
　元に戻します。 

・マットの上にうつぶせに寝て、おで 
　こを床につけたまま片足をゆっくり 
　あげて、下ろします。 
・上げる足はひざを伸ばしたまま、10 
　cmくらいあげ、左右交互に行います。 

・マットに横向きに寝て、膝を直角に 
　曲げて、足を開くようにゆっくり上 
　げて、閉じる。 

・親指側に体 
　重をかけ、 
　つま先で立 
　ちます。 
・ふくらはぎ 
　をきたえま 
　す。 

 

年
齢
を
重
ね
る
と
、
筋
力
が
低

下
し
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
膝
な
ど
の
関
節
に
痛
み
が

あ
る
と
、
外
出
を
避
け
て
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
満
六
十
五
歳
以
上
の
か

た
を
対
象
に
、
介
護
が
必
要
に
な

る
可
能
性
を
調
べ
る
「
生
活
機
能

評
価
」
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

生
活
機
能
評
価
の
問
診
の
項
目
の

中
に
、
運
動
機
能
の
低
下
を
調
べ

る
五
項
目
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
三
項
目
に
「
機
能
低
下

あ
り
」
の
回
答
が
あ
っ
た
場
合
、

積
極
的
に
体
を
動
か
し
、
筋
肉
や

関
節
の
衰
え
を
予
防
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

か
た
に
、
運
動
機
能
向
上
の
た
め

の
教
室
「
だ
っ
ち
ゃ
倶
楽
部
」
の

ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。 

①ご自分のペースでゆっくりはじめてください。運動の回数
や強さは段階的に増やし、痛みや違和感を感じたら中止し
ましょう。 

②呼吸に合わせてゆっくり動かします。息をこらえて無理に
のばすと、関節を痛めることとなります。 

③たくさんの運動を一度に行わず、できるものからはじめま
しょう。体調の悪いときは、無理せず思い切って中止するか、
いつもより回数を減らしましょう。 

④運動の前後、運動中は水分補給を必ずしましょう。のどの
渇きを感じなくてもこまめにお茶か水で水分を摂りましょう。 

運
動
す
る
と
き
は 

1－① 
2－① 

1－② 2－② 

7－① 

7－② 

骨
盤
底
筋
を 

き
た
え
ま
す
。 

あお向けができない人は膝上げ 

・いすに浅く座ります。手はいすの座面を持ち、体を安定させます。片 
　方の膝を上げながら、胸に引き寄せます。おへそを見るようにします。 

①背筋 

②大臀筋 

 
｢

だ
っ
ち
ゃ
倶
楽
部｣

に
参
加
さ

れ
た
か
た
の
共
通
の
悩
み
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
つ
ま
ず
き

や
す
い
」、「
転
倒
へ
の
不
安
が
大

き
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
転
倒
・
つ
ま
ず
き
は
、
足
腰
の

筋
力
低
下
に
よ
っ
て
す
り
足
歩
行

に
な
っ
た
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

保
て
な
く
な
っ
た
り
し
て
ふ
ら
つ

く
こ
と
な
ど
か
ら
起
き
ま
す
。 

 

転
倒
予
防
の
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
体
を
動
か
し
、
足
腰
や
体

を
支
え
て
い
る
筋
肉
を
鍛
え
た
り
、

筋
肉
や
関
節
の
柔
軟
性
を
高
め
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

家
の
中
や
自
宅
周
辺
の
段
差
を
な

く
す
な
ど
、
つ
ま
ず
き
に
く
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

　
今
回
は
、｢

だ
っ
ち
ゃ
倶
楽
部｣

で
お
勧
め
し
て
い
る
、
自
宅
で
も

簡
単
に
で
き
る
運
動
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 
あなたの健康 
応援します 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

平成20年11月 平成20年11月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

33 32

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

平成19年5月、第1回間人豊栄統合 
　　　　　　保育所建設検討委員会 

平成21年４月の開所に向けて工事が進む 
　　　　　丹後保育所・幼稚園（丹後町間人） 

           

　
京
丹
後
市
の
建
設
業
は
過
当
な
低
価
格

競
争
に
よ
り
、
疲
弊
（
ひ
へ
い
）
混
迷
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
若
者
が
流
出
し

た
り
、
建
設
業
か
ら
離
職
し
た
り
で
、
こ

の
地
域
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
中
央
で
は
、
低
価
格
調
査
基
準
モ
デ
ル

の
改
正
に
よ
り
、
調
査
基
準
価
格
を
平
均

八
〇
か
ら
八
二
㌫
に
引
き
上
げ
る
動
き
が

あ
り
ま
す
。 

　
京
都
府
や
京
丹
後
市
も
至
急
に
本
改
正

を
適
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く
お

願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
無
記
名
】 

    

　
中
央
公
共
工
事
契
約
制
度
運
用
連
絡
協

議
会
の
低
価
格
調
査
基
準
モ
デ
ル
の
改
正
は
、

情
報
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
平
成
二
十
年
三
月 

　 三
十
一
日
づ
け
事
務
連
絡
に
よ
れ
ば
、
国

土
交
通
省
の
直
轄
工
事
に
お
い
て
、
低
入

札
価
格
調
査
基
準
を
引
き
上
げ
る
方
向
で

見
直
す
と
の
内
容
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
国
の
状
況
を
勘

案
し
、
京
都
府
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
本
市
の
最
低
制
限
価
格

制
度
事
務
取
扱
基
準
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

問
題
意
識
を
持
ち
続
け
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
し
、
実
情
が
適
正
に
予
定
価
格

や
最
低
制
限
価
格
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
一

層
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
財
産
管
理
課
】 

    

　 

 

　
丹
後
保
育
所
・
幼
稚
園
の
新
設
が
決
ま
り
、

幼
保
一
体
化
に
向
け
た
新
し
い
施
設
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
施
設

の
建
設
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
特

色
と
魅
力
あ
る
施
設
が
誕
生
す
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
同
施
設
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設

な
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
内
容

を
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
や
京
都
府
の

実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

保
育
所
と
幼
稚
園
は
制
度
上
か
な
り
違
い

が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
屋
根
の
下
に
ふ
た

つ
を
独
立
し
て
併
設
す
る
の
で
す
か
。 

　
相
違
点
と
し
て
、
所
管
が
保
健
福
祉
部

と
教
育
委
員
会
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
保
育

指
針
と
教
育
要
領
、
指
導
者
が
保
育
士
と

教
諭
、
園
の
保
育
時
間
、
土
曜
日
の
扱
い
、

保
育
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
違
い
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
形
で
一
体
的
な

保
育
を
す
る
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
規
制

が
緩
和
さ
れ
て
、
新
制
度
で
は
同
保
育
が

可
能
に
な
る
の
で
す
か
。 

　
当
市
に
と
っ
て
、
な
ぜ
こ
の
地
域
に
同

施
設
が
建
設
さ
れ
、
保
育
所
の
建
設
で
は

な
い
の
で
す
か
。
通
園
区
域
は
、
市
内
全

域
に
及
ぶ
の
か
と
い
っ
た
市
独
自
の
課
題

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

　
同
施
設
の
建
設
は
、
先
進
的
な
初
の
試

み
で
あ
り
、
市
民
は
関
心
を
も
っ
て
見
守

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
保
育

内
容
な
ど
の
運
用
面
を
、
準
備
万
端
整
え

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た

め
に
、
特
色
と
魅
力
あ
る
施
設
に
な
り
ま

す
よ
う
指
導
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
後
は
、
市
議
会
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か

機
会
あ
る
ご
と
に
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど

を
市
民
に
説
明
し
な
が
ら
、
施
設
の
建
設

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
市
内
・
男
性
】 

 

　 

 

　 

    

　 　 　 

         

　
現
在
、
丹
後
町
で
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
丹
後
保
育
所
・
幼
稚
園
は
、
同
一
敷
地

内
の
同
一
建
物
内
に
幼
稚
園
と
保
育
所
が

同
居
す
る
型
の
施
設
で
す
。
教
育
委
員
会

と
保
健
福
祉
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
所

管
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
保

育
時
間
、
土
曜
日
の
扱
い
、
保
育
料
な
ど
は
、

幼
稚
園
、
保
育
所
そ
れ
ぞ
れ
の
京
丹
後
市

設
置
条
例
な
ど
を
基
本
と
し
て
運
営
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
保
育
所
は
、
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る

こ
と
を
入
所
基
準
と
し
て
い
ま
す
が
、
幼

稚
園
は
家
庭
な
ど
の
都
合
に
よ
ら
ず
入
園

す
る
こ
と
が
で
き
、
受
入
時
間
も
保
育
所

に
比
べ
て
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
幼

稚
園
、
保
育
所
で
の
児
童
の
過
ご
し
方
も

異
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
は
保

育
指
針
、
幼
稚
園
は
教
育
要
領
に
基
づ
き

保
育
を
行
い
ま
す
の
で
、
保
育
内
容
も
異

な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
市
で
は
一
体

化
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
午
前
中

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
統
一
す
る
な
ど
保
育

所
と
幼
稚
園
の
よ
い
面
を
取
り
入
れ
た
運

営
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
職
員
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
両
方
の
資
格
を
併
せ
持
つ
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
国
、
府
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
就
学
前
教
育
を
行

う
「
幼
稚
園
」
と
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
養
護
、
教
育
を
行
う
「
保
育
所
」
の
二

つ
の
制
度
に
お
い
て
、
少
子
化
や
共
働
き

家
庭
の
増
加
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
八
年
に
「
就

学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等

の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
、
幼
保
の
一
体
化
施
設
と
し
て
「
認

定
こ
ど
も
園
」
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
四
月
一
日
現
在
の
認
定
こ
ど
も
園
の

設
置
数
は
、
全
国
で
二
百
二
十
九
か
所
、

府
内
で
は
未
設
置
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
体
的
に
整
備
・
運

営
さ
れ
て
い
る
施
設
は
府
内
に
も
複
数
箇

所
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
先
進
的

な
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な
が
ら
運
営
内

容
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
町
に
幼
保
一
体
化
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
八
年
ま
で
遡
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

間
人
保
育
所
は
、
建
物
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
移
転
を
検
討
し
て
い
た
最
中
に
間
人

保
育
所
隣
接
地
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

間
人
保
育
所
が
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
た

た
め
、
現
在
に
お
い
て
も
こ
の
地
域
の
保

育
園
児
は
代
替
施
設
（
丹
後
地
域
公
民
館
）

で
の
保
育
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
京
丹
後
市
保
育
所
再
編
等
推
進

計
画
に
沿
っ
て
、
間
人
・
竹
野
・
豊
栄
地

域
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
保
育
所
の
保 

　 

          

護
者
の
み
な
さ
ん
な
ど
と
と
も
に
統
合
保

育
所
と
幼
稚
園
の
一
体
化
施
設
の
建
設
に

向
け
た
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
施
設

や
運
営
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
幼
稚
園
に
つ

い
て
は
、
旧
町
ご
と
の
設
置
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
保
育
所
と
幼
稚
園
を
併
設
し
て

整
備
す
る
こ
と
で
建
設
費
や
運
営
費
の
削

減
効
果
と
と
も
に
、
そ
れ
以
上
に
保
育
と

教
育
の
一
体
的
な
運
営
が
、
幼
児
の
総
合

的
な
成
長
の
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

今
回
の
間
人
・
豊
栄
の
統
合
保
育
所
の
建

設
に
併
せ
て
幼
稚
園
を
併
設
し
た
幼
保
一

体
化
の
施
設
を
計
画
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

現
在
、
市
で
は
峰
山
町
と
網
野
町
に
各
一

園
の
幼
稚
園
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
通

園
地
域
に
つ
い
て
は
、
全
市
か
ら
の
通
園

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
幼
保
一
体
化
施
設
は
、
京
丹
後
市
で
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
詳
細
な
運
営
方
法

は
検
討
委
員
会
で
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
今
後
と
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
何
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
よ
り
よ
い
保
育
が
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
子
育
て
支
援
課
】 

 

実
情
が
適
正
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す 

保
育
と
教
育
の
一
体
的
な
運

営
を
行
い
、
よ
り
よ
い
保
育

を
行
っ
て
い
き
ま
す 

丹
後
保
育
所
・
幼
稚
園
の
新

設
に
伴
う
幼
保
一
体
化
に
つ

い
て 

京
丹
後
市
建
設
業
の
低
価
格

競
争
に
つ
い
て 
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峰山町よさこい連 
「ふれんず」のみなさん 

峰山町よさこい連 
「ふれんず」のみなさん 
峰山町よさこい連 
「ふれんず」のみなさん 

外国人観光客のみなさん 外国人観光客のみなさん 外国人観光客のみなさん 

「御旅市場」、「琴引浜鳴き砂文化館」、 
「丹後庁舎のプラネタリウム」などを堪能 

「丹後古代の里資料館」、
「てんきてんき村」、 
「丹後庁舎のプラネタリ
ウム」、「立岩」を満喫 

「丹後古代ロマン街道

号（海岸線）」に乗車。

日本海の絶景マリン

ビューを堪能。 バスの乗り方も学習 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両 

　
　
　
　
に
も
乗
車 

丹
後
庁
舎
で 

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

網野町公民館「網野町ウイークエンド事業」 網野町公民館「網野町ウイークエンド事業」 網野町公民館「網野町ウイークエンド事業」 

10月から浅茂川地域でも運行、交通空白地の解消を図ります 

峰山図書館の「全国訪問おはなし隊」 

図書館職員によるブックトーク 

あみの図書館の「科学あそび教室」 

 

　
三
年
目
と
な
る
「
上
限
二
百
円

バ
ス
」
の
実
証
運
行
が
十
月
一
日

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

　
上
限
二
百
円
バ
ス
は
、「
乗
っ

て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
路
線
バ
ス
」

を
め
ざ
し
、
平
成
十
八
年
十
月
一

日
に
ス
タ
ー
ト
。
二
年
で
乗
車
人

員
を
倍
増
す
る
と
と
も
に
運
賃
収

入
も
増
加
に
転
じ
る
な
ど
、
多
く

の
か
た
の
ご
利
用
に
支
え
ら
れ
運

行
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
十
月
か
ら
は
、
新
た
に

浅
茂
川
・
長
岡
・
善
王
寺
・
延
利

地
域
な
ど
で
の
運
行
を
開
始
し
、

交
通
空
白
地
の
解
消
を
図
る
た
め
、

一
部
路
線
を
延
伸
し
て
実
証
運
行

を
拡
充
。
さ
ら
に
便
利
な
公
共
交

通
を
め
ざ
し
ま
す
。 

  

　 　
こ
の
よ
う
な
中
、
十
月
一
日
、

自
民
党
政
務
調
査
会
「
国
土
交
通

部
会
地
域
公
共
交
通
小
委
員
会
」

で
、
中
山
市
長
が
「
上
限
二
百
円

バ
ス
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。 

　
全
国
的
に
路
線
バ
ス
の
廃
止
・

縮
小
が
相
次
ぐ
中
、
国
土
交
通
省

が
進
め
る
「
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
総
合
事
業
」
を
活
用
し
た

本
市
の
取
り
組
み
が
、
「
路
線
バ

ス
再
生
の
優
れ
た
事
例
」
と
し
て

同
省
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
も
の
で
、
推
薦
を
受
け
て
自
由

民
主
党
本
部
（
東
京
都
）
で
実
施
。

思
い
切
っ
た
低
額
運
賃
バ
ス
を
運

行
す
る
ま
で
の
経
緯
や
住
民
ニ
ー

ズ
（
要
求
）
の
把
握
方
法
な
ど
を

紹
介
し
、
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」

の
取
り
組
み
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
国
な
ど
の
支
援
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。
委
員
の
み
な
さ
ん

か
ら
は
「
路
線
バ
ス
事
業
者
と
の

協
働
に
よ
り
、
住
民
本
意
で
利
便

性
を
追
及
し
た
優
れ
た
取
り
組
み

で
あ
る
」
と
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
国
土
交
通
省
か
ら
十
月

十
四
日
に
は
宿
利
国
土
交
通
審
議

官
が
、
十
七
日
に
は
長
田
総
合
政

策
局
次
長
が
本
市
を
訪
問
。
バ
ス

に
試
乗
さ
れ
る
な
ど
現
地
視
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　９月20日、たくさんの本を載せた全国訪問おはな

し隊が峰山図書館にやってきました。京都府丹後文化

会館前広場にキャラバンカーを設置し、峰山地域公民

館を会場として読み聞かせを行いました。 

 当日は青空の下、開始時間前から親子のみなさんが

多数来られ、キャラバンカーの見学やおはなし隊の隊

長さんに絵本や大型紙芝居などの読み聞かせしていた

だきました。 

 キャラバンカーの中から自由に本を選び広場で読ん

だり、いつもと違った読み聞かせに子どもたちは真剣

に聞き入り、楽しいひとときを過ごしました。 

　あみの図書館では、子どもたちが物語だけでなく科学

的な本にも興味を持つことを願い、毎年『科学あそび教

室』を開催しています。今回は、９月 21日に親子 35

人が参加し、「きみだけのまめスタンドをつくろう」と

いうテーマで、豆電球を使ったかわいいスタンドをつく

りました。リード線をつないだりねじったりする難しい

ところもありましたが、灯りがともったときにはみんな

にっこり。子どもたちの周りには既成のおもちゃがあふ

れている中、科学に触れながらの作品づくりを楽しんで

いただきました。 

　図書館システム統合と同時に市立図書館のホームペー

ジを開設しています。本の検索・予約などのほか、図書

館だより・行事などのお知らせ・読み聞かせの案内など

を掲載していますのでぜひご覧ください。 

　図書館のホームページは、京丹後市ホームページトッ

プの「くらしのガイド」→「教育・文化・スポーツ」、

または左下の「便利情報ダイレクト」→「京丹後市立図

書館」からご覧いただけます。 

　図書館のホームページがよりいっそう親しみやすく楽

しいページになるよう各図書館の窓口にご感想やご意見

をお寄せください。 

　読書の秋を迎え、図書館は多くの利用者でにぎわっ

ています。 

 市立図書館では、市内小学校に対しても、「朝の読書」

の時間などに利用していただけるよう団体貸出の取り

組みを進めており、まとめて本を貸し出しています。

また、読書旬間などの期間に学校からの依頼の都度、

読み聞かせボランティアのかたの協力も得ながら、絵

本の読み聞かせのほか、ブックトーク・ストーリーテ

リングなどを実施しています。子どもたちのおはなし

を楽しむ様子、キラキラした真剣な眼差しに読み手側

が感動することも度々あります。 

 「本は心の栄養」といわれています。秋の夜長、大

人も子どもも、感

動する楽しい本に

めぐり合っていた

だけるよう、各館

でいろいろな本を

取り揃えてお待ち

しています。 
※休館日は、本紙発行日の11月10日以降、次号 
　発行日の12月10日までを掲載しています。 

10日（月） ・ 17日（月） ・ 24日（月） 
11月の休館日 

1日（月） ・ 2日（火） ・ 8日（月） 
12月の休館日 

三
年
目
の

三
年
目
の 

実
証
運
行
ス
タ
ー
ト

実
証
運
行
ス
タ
ー
ト 
三
年
目
の

三
年
目
の 

実
証
運
行
ス
タ
ー
ト

実
証
運
行
ス
タ
ー
ト 
三
年
目
の 

実
証
運
行
ス
タ
ー
ト 

国
か
ら
も
注
目

国
か
ら
も
注
目 

国
か
ら
も
注
目

国
か
ら
も
注
目 

国
か
ら
も
注
目 

上限200円バス 上限200円バス 
ご利用ください 

運
行
地
域
を
拡
充
し 

経
路
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
詳
細
は
、
各
戸

に
配
布
し
て
い
ま
す
、
京
丹
後
市
バ
ス
・

鉄
道
・
航
空
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

「全国訪問おはなし隊」 が峰山図書館を訪問　 

読書の秋 

「科学あそび教室」 を開催 

「図書館ホームページ」  をご利用ください 
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　男　　30,290人（－17） 

　女　　32,333人（－34） 

　計　　62,623人（－60） 

世帯数　22,078世帯（+17） 

（10月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

高齢者福祉課（蕁69-0330） 

『健康大長寿』…百歳以上の長寿を指す造語 
 住民 のみなさん一人ひとりが、生涯にわたって、安心して、喜び
と生きがいを持って活き活きと暮らすことができ、また、長寿の恵み
それ自体を心から喜べる社会の実現をめざします。 

○パネルディスカッション（15：30～17：40） 
 　テーマ：健康長寿社会の実現に向けて、いま求

められていること 
 　パネラー：総合人間研究所　早川一光所長 
 　　　　　　～健康で元気な老人になるために～ 
 　　　　　京都府立医大　吉川敏一教授 
 　　　　　　～老人力のためのSuccessful Aging～ 
　　　　　　京都府丹後保健所　田中稔之所長 
 　　　　　琉球大学観光産業科学部  平良一彦教授 
　　　　　　　～おばぁに学ぶ  健康の砦の大切さ～ 
 　進　行：京丹後市立弥栄病院　安原正博院長 
　　参加対象：全国の自治体関係者、医学、保健など
　　　　　　関係者ほか 
○そ の 他：今後の取り組みについて 

11月22日（土）　13：00～18：00 
京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 

厚生労働省、京都府、全国市長会、全国町村
会、京都府市長会、京都府町村会、社団法人
日本老年医学会、財団法人ライフプランニン
グセンター新老人の会、京都府社会福祉協
議会、京都府シルバー人材センター連合会、
京都ＳＫＹセンター、京都府栄養士会、京都府
食生活改善推進員連絡協議会、京都府民生
児童委員協議会、日本赤十字社京都府支部 

提
唱
趣
旨 

 ○ビデオメッセージ　聖路加国際病院　日野原重明理事長 
 ○基調講演（13：30～14：30） 
 　　講　師：名古屋学芸大学 井形昭弘学長 
　　　演　題：～夢の長寿社会～ 
 ○基調講演（14：30～15：00） 
 　　講　師：百二歳児・教育学者（しいのみ学園園長）
　　　　　　　  　地三郎博士 
　○実践報告（15：00～15：30） 
 　　テーマ：「百歳バンザイ」健康長寿のまちづくり

の取り組みについて（長野県佐久市） 
　○本市内100歳以上の長寿のかた64人の特徴聴取

結果および京都府最長寿者（京丹後市在住111歳
木村次郎右衛門さん）のインタビュー紹介 

隴 

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
平
均
寿
命

も
延
伸
す
る
な
か
で
、高
齢
化
社
会
の
負
の

側
面
で
あ
る
社
会
的
問
題
点
や
課
題
を
取
り

上
げ
、行
政
機
関
な
ど
を
あ
げ
て
こ
れ
ら
解

決
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
も
っ
て
重
要

で
す
が
、高
齢
化
社
会
の
負
の
側
面
の
解
決

推
進
に
と
ど
ま
ら
ず
、む
し
ろ
高
齢
化
社
会

の
光
の
側
面
、高
齢
者
の
ゆ
え
に
得
ら
れ
る

喜
び
や
宝
に
積
極
的
に
焦
点
を
あ
て
、「
老
い

や
長
寿
の
中
に
こ
そ
あ
る
喜
び
や
宝
を
も
っ

と
も
っ
と
発
見
し
、老
い
や
長
寿
を
ま
す
ま
す

喜
び
楽
し
む
」
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
、と
り
わ
け
地

域
自
治
体
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を

臨
む
う
え
で
今
後
い
よ
い
よ
重
要
で
す
。 

　
そ
こ
で
、京
丹
後
市
で
は
、「
百
歳
長
寿
バ

ン
ザ
イ
　
健
康
大
長
寿
の
ま
ち
・
京
丹
後
市
」

を
大
き
な
特
色
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、今
般
、健
康
長
寿
の

推
進
に
先
進
的
ま
た
特
色
の
あ
る
取
り
組
み

を
進
め
て
お
ら
れ
る
全
国
の
地
域
、自
治
体
、

医
学
、保
健
等
関
係
者
に
学
び
、交
流
の
輪
を

広
げ
、そ
し
て
必
要
な
交
換
・
連
携
を
す
る
な

か
で
、わ
が
国
各
地
の
特
色
あ
る
百
歳
長
寿
、

健
康
長
寿
の
特
徴
を
互
い
に
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
、広
く
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の

健
康
と
喜
び
づ
く
り
に
貢
献
し
、活
き
活
き

と
し
て
老
い
や
長
寿
そ
れ
自
体
を
ま
す
ま
す

心
か
ら
喜
べ
る
高
齢
化
社
会
づ
く
り
に
資
す

る
た
め
、全
国
の
関
係
者
、自
治
体
な
ど
と
連

携
し
、「
第
一
回
健
康
大
長
寿
の
さ
と
づ
く
り

全
国
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

お問い合わせ先 お問い合わせ先 お問い合わせ先 

後　　援 後　　援 後　　援 

内　　容 内　　容 内　　容 

日　　時 日　　時 日　　時 

場　　所 場　　所 場　　所 

歳 歳 歳 歳 百 百 百 バンザイ バンザイ バンザイ 推進  推進  推進  

健康大長寿のさとづくり 
全国交流会 

健康大長寿のさとづくり 
全国交流会 

!!! !!!
［喜ぼう　高齢化社会　喜ぼう　長寿社会］ ！ ！ 

11月22日（土） 
京丹後市で開催 京丹後市で開催 

第1回 第1回 




